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第１章 調査の概要

１．調査の目的

本調査は、市民一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりの実現を目指すため、

新たな「潟上市地域福祉計画」の策定に向けた基礎資料とすることを目的として、市民の皆様の福祉

に対する考え方、地域活動への参加状況などの実態を把握するとともに、地域福祉に関する意見を把

握するために実施したものです。

２．調査の実施状況

①調査期間

令和７年６月～７月

②調査方法

郵送による配布・回収

③調査対象

18歳以上の方、2,000名

④回収状況

３．報告書の見方

○図表の中のｎは回答者の総数を意味しています。設問によっては、回答者が制限される（別の設問

である選択肢を選んだ回答者のみ回答する場合など）ため、ｎの数は一定ではありません。

○比率は、ｎを100％とした百分比で算出し、小数点以下第2位を四捨五入しています。そのため、

表示されている百分比の合計が100％にならない場合があります。

○複数回答が可能な設問では、その比率の合計が100％を上回ることがあります。

発送数 回収数 回収率

2,000件 702件 35.1%
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42.5％ 54.7％

0.6％

2.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

男性 女性 回答しない 無回答

6.1％

7.4％

10.1％

16.0％

9.3％

11.1％

13.4％

13.2％

13.0％

0.4％

0% 5% 10% 15% 20%

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳以上

無回答

（ｎ＝702件）

第２章 調査結果

（１）回答者の基本属性

１）性別

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ）

回答者の性別は、「男性」が42.5％、「女性」が54.7％、「回答しない」が0.6％となっています。

２）年齢

問２ あなたの年齢をお答えください。※令和７年４月１日現在（○は１つだけ）
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68.4％ 18.1％ 12.4％ 1.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

天王地区 昭和地区 飯田川地区 無回答

ｎ
18～29歳 30～49歳 50～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

全体 100.0％ 6.1％ 17.5％ 25.2％ 24.5％ 26.2％ 0.4％

702件 43件 123件 177件 172件 184件 3件

100.0％ 7.0％ 14.1％ 26.8％ 21.8％ 29.9％ 0.3％

298件 21件 42件 80件 65件 89件 1件

100.0％ 5.5％ 20.6％ 24.5％ 27.3％ 22.1％ 0.0％

384件 21件 79件 94件 105件 85件 0件

100.0％ 25.0％ 25.0％ 50.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

4件 1件 1件 2件 0件 0件 0件

100.0％ 5.8％ 17.7％ 26.9％ 23.8％ 25.6％ 0.2％

480件 28件 85件 129件 114件 123件 1件

100.0％ 7.1％ 17.3％ 21.3％ 27.6％ 26.8％ 0.0％

127件 9件 22件 27件 35件 34件 0件

100.0％ 6.9％ 18.4％ 23.0％ 24.1％ 27.6％ 0.0％

87件 6件 16件 20件 21件 24件 0件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

性別

男性

女性

回答しない

6.1％ 17.5％ 25.2％ 24.5％ 26.2％ 0.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

18歳～29歳 30歳～49歳 50歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上 無回答

回答者の年齢を整理すると、「50歳～64歳」、「65歳～74歳」の前期高齢者、「75歳以上」の後期高

齢者がそれぞれ25％前後、「30～49歳」が17.5％、「18～29歳」は6.1％となっています。

[属性別にみた回答傾向]

回答者の属性別にみると、男女ともに65歳以上が約半数を占め、年齢が下がるにつれて回答する

割合が低くなっています。50歳未満では、男性が21.1％、女性が26.1％と、女性の方がやや割合が

高くなっています。

いずれの地区においても65歳以上が約半数以上を占めています。天王地区では「50歳～64歳」の

割合が３割近くと、他の地区よりもやや高くなっています。

３）居住地区

問３ あなたが住んでいる地区をお答えください。（○は１つだけ）

回答者の居住地区は、「天王地区」が68.4％と７割近くを占めています。昭和地区は18.1％、「飯

田川地区」は12.4％となっています。
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3.6％ 2.8％

10.4％ 18.9％ 63.1％ 1.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

５年未満 ５年以上～10年未満 10年以上～20年未満 20年以上～30年未満

30年以上 無回答

ｎ
５年未満 ５年以上～

10年未満
10年以上～
20年未満

20年以上～
30年未満

30年以上 無回答

全体 100.0％ 3.6％ 2.8％ 10.4％ 18.9％ 63.1％ 1.1％

702件 25件 20件 73件 133件 443件 8件

100.0％ 4.0％ 3.3％ 11.3％ 21.0％ 59.6％ 0.8％

480件 19件 16件 54件 101件 286件 4件

100.0％ 1.6％ 0.8％ 6.3％ 14.2％ 76.4％ 0.8％

127件 2件 1件 8件 18件 97件 1件

100.0％ 4.6％ 3.4％ 12.6％ 14.9％ 64.4％ 0.0％

87件 4件 3件 11件 13件 56件 0件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

４）居住年数

問４ あなたは潟上市（合併前の天王町・昭和町・飯田川町を含む）にお住まいになって、通算

して何年くらいになりますか。（○は１つだけ）

本市における居住年数をみると、「30年以上」が63.1％でもっとも多く、ついで「20年以上～30

年未満」が18.9％、「10年以上～20年未満」が10.4％、10年未満はあわせて6.4％となっています。

[属性別にみた回答傾向]

居住地区別にみると、いずれの地区においても居住年数は「30年以上」が多数を占めており、昭和

地区では76.4％と７割を超えています。
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43.7％

1.9％

5.6％

2.0％

9.5％

32.6％

3.8％

0.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

雇われている人

会社・団体などの役員

自営業主・家族従業者

学生

専業主婦・主夫

年金生活者

その他

無回答

（ｎ＝702件）

４）職業

問５ あなたの主な職業は何ですか。（○は１つだけ）

回答者の職業は、「雇われている人」が43.7％でもっとも多く、ついで「年金生活者」が32.6％で、

その他に１割を超える職業はありませんでした。
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11.1％

30.3％

43.0％

8.7％

5.8％

1.0％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり暮らし世帯

夫婦のみの世帯

親と子の２世代世帯

親と子と孫の３世代世帯

その他

無回答

（ｎ＝702件）

11.1％ 30.3％ 51.7％ 5.8％ 1.0％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

ひとり暮らし世帯 夫婦のみの世帯 多世代世帯 その他 無回答

ｎ
ひとり暮ら
し世帯

夫婦のみの
世帯

多世代世帯 その他 無回答

全体 100.0％ 11.1％ 30.3％ 51.7％ 5.8％ 1.0％

702件 78件 213件 363件 41件 7件

100.0％ 11.3％ 33.8％ 50.0％ 4.8％ 0.2％

480件 54件 162件 240件 23件 1件

100.0％ 9.4％ 22.0％ 59.8％ 7.9％ 0.8％

127件 12件 28件 76件 10件 1件

100.0％ 11.5％ 25.3％ 50.6％ 9.2％ 3.4％

87件 10件 22件 44件 8件 3件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

５）世帯の状況

①世帯構成

問６ あなたの家族構成をお答えください。（○は１つだけ）

回答者の世帯構成は、「親と子の２世代世帯」が43.0％でもっとも多く、「親と子と孫の３世代世帯」

（8.7％）をあわせると、多世代の世帯が51.7％と半数を超えています。

「夫婦のみの世帯」は30.3％で、「ひとり暮らし世帯」は11.1％となっています。

[属性別にみた回答傾向]

居住地区別にみると、いずれの地区においても「多世代世帯」が半数以上を占めています。

天王地区では「夫婦のみの世帯」が他の地区よりも割合が高く、３割を超えています。
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ｎ
子どものい
る方

65歳以上の
方

介護を必要
とする方

障がいのあ
る方

いずれもな
い

無回答

全体 100.0％ 15.4％ 40.6％ 7.1％ 10.1％ 34.8％ 5.1％

702件 108件 285件 50件 71件 244件 36件

100.0％ 15.8％ 38.1％ 6.5％ 10.4％ 35.6％ 5.2％

480件 76件 183件 31件 50件 171件 25件

100.0％ 15.7％ 40.9％ 10.2％ 7.9％ 37.8％ 3.1％

127件 20件 52件 13件 10件 48件 4件

100.0％ 13.8％ 52.9％ 6.9％ 12.6％ 26.4％ 5.7％

87件 12件 46件 6件 11件 23件 5件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

②同居者

問７ あなたご自身や同居している家族の中に、次のような方はいますか。（○はいくつでも）

回答者の世帯のうち、「65歳以上の方」がいる世帯は40.6％、乳児から高校生までの「子どものい

る方」は15.4％、「障がいのある方」がいる世帯は10.1％、「介護を必要とする方」がいる世帯は7.1％

で、「いずれもない」が34.8％となっています。

[属性別にみた回答傾向]

居住地区別にみると、飯田川地区では他の地区よりも「65歳以上の方」がいる世帯の割合が高く、

52.9％と半数を超えています。

※乳児から高校生までの「子どもがいる方」の割合については、１世帯あたりに複数の子どもがいる

世帯もあるため、「幼児」から「中学生・高校生」ぞれぞれの割合を積み上げた数値と異なります。

1.1％

4.6％

7.1％

7.5％

40.6％

7.1％

10.1％

1.4％

1.6％

34.8％

3.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

乳児（１歳未満）

乳児を除く小学校入学前の幼児

小学生

中学生・高校生

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

ひきこもり状態にある方

ニートの状態にある方

いずれもない

無回答

（ｎ＝702件）

15.4％（乳児から高校生ま
での子どものいる
方）
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13.2％

27.6％

10.7％

4.6％

14.0％

24.4％

2.1％

3.4％

0% 10% 20% 30%

隣近所

自治会

小学校区

中学校区

旧町

潟上市全域

その他

無回答

（ｎ＝702件）

（２）地域との関わりについて

１）地域と考える範囲

問８ あなたが考える「地域」の範囲をお答えください。（○は１つだけ）

回答者が考える地域の範囲は、「自治会」が27.6％でもっとも多くなっていますが、「潟上市全域」

という回答も24.4％と２割を超えています。
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ｎ
隣近所 自治会 小学校区 中学校区 旧町 潟上市全域

全体 100.0％ 13.2％ 27.6％ 10.7％ 4.6％ 14.0％ 24.4％

702件 93件 194件 75件 32件 98件 171件

100.0％ 7.0％ 9.3％ 20.9％ 16.3％ 7.0％ 39.5％

43件 3件 4件 9件 7件 3件 17件

100.0％ 9.8％ 17.9％ 18.7％ 10.6％ 14.6％ 26.0％

123件 12件 22件 23件 13件 18件 32件

100.0％ 9.6％ 33.9％ 11.9％ 2.3％ 11.9％ 28.2％

177件 17件 60件 21件 4件 21件 50件

100.0％ 14.0％ 33.7％ 8.1％ 3.5％ 18.0％ 19.2％

172件 24件 58件 14件 6件 31件 33件

100.0％ 20.1％ 26.6％ 4.3％ 1.1％ 13.6％ 21.2％

184件 37件 49件 8件 2件 25件 39件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 2.1％ 3.4％

702件 15件 24件

100.0％ 0.0％ 0.0％

43件 0件 0件

100.0％ 2.4％ 0.0％

123件 3件 0件

100.0％ 1.1％ 1.1％

177件 2件 2件

100.0％ 2.3％ 1.2％

172件 4件 2件

100.0％ 3.3％ 9.8％

184件 6件 18件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

回答者が考える地域の範囲について、年齢別にみると、50歳以上の年齢層では「自治会」、50歳未

満では「潟上市全域」という回答がもっとも多くなっています。

おおむね年齢が上がるにつれて、「隣近所」と回答する割合が高くなっています。
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ｎ
隣近所 自治会 小学校区 中学校区 旧町 潟上市全域

全体 100.0％ 13.2％ 27.6％ 10.7％ 4.6％ 14.0％ 24.4％

702件 93件 194件 75件 32件 98件 171件

100.0％ 16.0％ 28.0％ 12.0％ 4.0％ 4.0％ 36.0％

25件 4件 7件 3件 1件 1件 9件

100.0％ 15.0％ 20.0％ 20.0％ 0.0％ 5.0％ 30.0％

20件 3件 4件 4件 0件 1件 6件

100.0％ 15.1％ 21.9％ 16.4％ 12.3％ 5.5％ 28.8％

73件 11件 16件 12件 9件 4件 21件

100.0％ 12.8％ 21.8％ 13.5％ 5.3％ 10.5％ 27.8％

133件 17件 29件 18件 7件 14件 37件

100.0％ 12.9％ 30.9％ 8.4％ 3.2％ 17.4％ 21.9％

443件 57件 137件 37件 14件 77件 97件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 2.1％ 3.4％

702件 15件 24件

100.0％ 0.0％ 0.0％

25件 0件 0件

100.0％ 5.0％ 5.0％

20件 1件 1件

100.0％ 0.0％ 0.0％

73件 0件 0件

100.0％ 4.5％ 3.8％

133件 6件 5件

100.0％ 1.8％ 3.6％

443件 8件 16件

居住年数

５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上～30年未満

30年以上

居住年数

５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上～30年未満

30年以上

回答者が考える地域の範囲について、居住年数別にみると、30年以上では「自治会」という回答が

もっとも多く、居住年数が短くなるにつれて「潟上市全域」と回答する割合が高くなっています。
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21.7％ 49.6％ 17.0％ 8.1％

3.3％

0.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

大いにある ある程度ある どちらともいえない あまりない まったくない 無回答

71.2％ 17.0％ 11.4％ 0.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

“愛着がある” どちらともいえない “愛着がない” 無回答

ｎ
“愛着があ
る”

どちらとも
いえない

“愛着がな
い”

無回答

全体 100.0％ 71.2％ 17.0％ 11.4％ 0.4％

702件 500件 119件 80件 3件

100.0％ 73.8％ 16.4％ 9.7％ 0.0％

298件 220件 49件 29件 0件

100.0％ 69.8％ 17.4％ 12.5％ 0.3％

384件 268件 67件 48件 1件

100.0％ 0.0％ 50.0％ 50.0％ 0.0％

4件 0件 2件 2件 0件

100.0％ 65.1％ 16.3％ 18.6％ 0.0％

43件 28件 7件 8件 0件

100.0％ 62.6％ 21.1％ 16.3％ 0.0％

123件 77件 26件 20件 0件

100.0％ 68.9％ 17.5％ 13.6％ 0.0％

177件 122件 31件 24件 0件

100.0％ 71.5％ 20.3％ 8.1％ 0.0％

172件 123件 35件 14件 0件

100.0％ 81.0％ 10.9％ 7.6％ 0.5％

184件 149件 20件 14件 1件

性別

男性

女性

回答しない

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

２）地域への愛着について

①愛着の有無

問９ あなたは、いま住んでいる地域に愛着がありますか。（○は１つだけ）

地域に対する愛着の有無についてみると、「大いにある」が21.7％で、「ある程度ある」の49.6％

をあわせると、７割以上が愛着があるとしています。

[属性別にみた回答傾向]

回答者の属性別にみると、男女で大きな差はみられませんが、おおむね年齢が上がるにつれて、

“愛着がある”と回答する割合が高くなり、75歳以上の人では８割が愛着があるとしています。
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ｎ
“愛着があ
る”

どちらとも
いえない

“愛着がな
い”

無回答

全体 100.0％ 71.2％ 17.0％ 11.4％ 0.4％

702件 500件 119件 80件 3件

100.0％ 69.0％ 18.3％ 12.5％ 0.2％

480件 331件 88件 60件 1件

100.0％ 78.0％ 13.4％ 8.7％ 0.0％

127件 99件 17件 11件 0件

100.0％ 75.9％ 13.8％ 10.3％ 0.0％

87件 66件 12件 9件 0件

100.0％ 44.0％ 28.0％ 28.0％ 0.0％

25件 11件 7件 7件 0件

100.0％ 55.0％ 30.0％ 15.0％ 0.0％

20件 11件 6件 3件 0件

100.0％ 61.6％ 17.8％ 20.5％ 0.0％

73件 45件 13件 15件 0件

100.0％ 61.7％ 23.3％ 15.0％ 0.0％

133件 82件 31件 20件 0件

100.0％ 78.8％ 13.3％ 7.7％ 0.2％

443件 349件 59件 34件 1件

100.0％ 67.7％ 20.4％ 11.8％ 0.0％

93件 63件 19件 11件 0件

100.0％ 76.8％ 13.9％ 9.3％ 0.0％

194件 149件 27件 18件 0件

100.0％ 61.3％ 22.7％ 16.0％ 0.0％

75件 46件 17件 12件 0件

100.0％ 71.9％ 21.9％ 6.3％ 0.0％

32件 23件 7件 2件 0件

100.0％ 73.5％ 14.3％ 12.2％ 0.0％

98件 72件 14件 12件 0件

100.0％ 72.5％ 16.4％ 11.1％ 0.0％

171件 124件 28件 19件 0件

100.0％ 46.7％ 26.7％ 26.7％ 0.0％

15件 7件 4件 4件 0件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

居住年数

５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上～30年未満

30年以上

地域の範囲

隣近所

自治会

小学校区

中学校区

旧町

潟上市全域

その他

いずれの地区においても、住んでいる地域に“愛着がある”という回答が多数を占めており、昭和

地区が78.0％でもっとも割合が高くなっています。

居住年数が長くなるにつれて、“愛着がある”と回答する割合が高くなり、30年以上住んでいる人

では78.8％と８割近くが愛着があるとしています。

地域の範囲のとらえ方別にみると、自治会を地域の範囲ととらえている人では“愛着がある”と回

答する割合が76.8％でもっとも高くなっています。



13

41.6％

19.0％

37.8％

36.2％

7.0％

1.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生まれ育ったまちだから

親・きょうだいなど家族がいるから

地域の人と親しくしているから

自然などの環境がよいから

その他

無回答

（ｎ＝500件）

②愛着を感じるところ

◆問９で「１」または「２」を選んだ方にお伺いします。

問10 愛着があると感じるのはなぜですか。（○はいくつでも）

住んでいる地域に愛着があるという回答者に、愛着を感じるところを聞くと、「生まれ育ったまち

だから」が41.6％でもっとも多く、ついで「地域の人と親しくしているから」が37.8％、「自然など

の環境がよいから」が36.2％となっています。



14

ｎ

生まれ育っ
たまちだか

ら

親・きょう
だいなど家
族がいるか

ら

地域の人と
親しくして
いるから

自然などの
環境がよい
から

その他 無回答

全体 100.0％ 41.6％ 19.0％ 37.8％ 36.2％ 7.0％ 1.8％

500件 208件 95件 189件 181件 35件 9件

100.0％ 78.6％ 25.0％ 10.7％ 25.0％ 3.6％ 0.0％

28件 22件 7件 3件 7件 1件 0件

100.0％ 51.9％ 29.9％ 22.1％ 33.8％ 9.1％ 1.3％

77件 40件 23件 17件 26件 7件 1件

100.0％ 49.2％ 27.0％ 31.1％ 33.6％ 9.0％ 0.8％

122件 60件 33件 38件 41件 11件 1件

100.0％ 36.6％ 15.4％ 43.1％ 40.7％ 6.5％ 0.0％

123件 45件 19件 53件 50件 8件 0件

100.0％ 27.5％ 8.7％ 51.7％ 38.3％ 5.4％ 4.7％

149件 41件 13件 77件 57件 8件 7件

100.0％ 33.5％ 17.5％ 37.2％ 40.8％ 9.1％ 1.8％

331件 111件 58件 123件 135件 30件 6件

100.0％ 59.6％ 20.2％ 36.4％ 23.2％ 4.0％ 1.0％

99件 59件 20件 36件 23件 4件 1件

100.0％ 53.0％ 24.2％ 43.9％ 33.3％ 1.5％ 3.0％

66件 35件 16件 29件 22件 1件 2件

100.0％ 9.1％ 9.1％ 18.2％ 36.4％ 36.4％ 0.0％

11件 1件 1件 2件 4件 4件 0件

100.0％ 9.1％ 9.1％ 18.2％ 63.6％ 18.2％ 0.0％

11件 1件 1件 2件 7件 2件 0件

100.0％ 28.9％ 13.3％ 33.3％ 46.7％ 2.2％ 2.2％

45件 13件 6件 15件 21件 1件 1件

100.0％ 40.2％ 23.2％ 29.3％ 31.7％ 11.0％ 2.4％

82件 33件 19件 24件 26件 9件 2件

100.0％ 45.8％ 19.5％ 41.5％ 35.2％ 5.2％ 1.7％

349件 160件 68件 145件 123件 18件 6件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

居住年数

５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上～30年未満

30年以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

愛着があるところについて、回答者の属性別にみると、年齢が下がるにつれて「生まれ育ったまち

だから」、年齢が上がるにつれて「地域の人と親しくなるから」と回答する割合が高くなっています。

飯田川地区では「地域の人と親しくしているから」、天王地区では「自然などの環境がよいから」

と回答する割合が他の地区よりもやや高くなっています。

居住年数が長くなるにつれて、おおむね「生まれ育ったまちだから」、「親きょうだい・など家族が

いるから」、「地域の人と親しくなるから」と回答する割合が高くなり、居住年数が20年未満の人で

は「自然などの環境がよいから」と回答する割合が高くなっています。
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5.1％

7.1％

6.3％

29.1％

40.3％

10.0％

1.3％

0.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

常日ごろから、家族ぐるみのつきあいがある

困っているときに、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう

たまに立ち話をする

会えばあいさつをかわす

つきあいがほとんどない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

３）近所づきあいの程度

問11 あなたはふだん近所の皆さんと、どの程度のつきあいをされていますか。（○は１つだけ）

地域や近所の人と、どの程度のつきあいしているかを聞いたところ、「会えばあいさつをかわす」

が40.3％でもっとも多く、ついで「たまに立ち話をする」が29.1％となっています。

「常日ごろから、家族ぐるみのつきあいがある」（5.1％）、「困っているとき、相談をしたり、助け

合ったりする」（7.1％）、「一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう」（6.3％）といっ

た比較的緊密な近所づきあいをしているという回答はあわせても18.5％となっています。
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ｎ

常日ごろか
ら、家族ぐ
るみのつき
あいがある

困っている
ときに、相
談をした
り、助け
合ったりす

る

一緒にお茶
を飲んだ
り、留守を
するときに
声をかけあ

う

たまに立ち
話をする

会えばあい
さつをかわ

す

つきあいが
ほとんどな

い

全体 100.0％ 5.1％ 7.1％ 6.3％ 29.1％ 40.3％ 10.0％

702件 36件 50件 44件 204件 283件 70件

100.0％ 0.0％ 2.3％ 0.0％ 7.0％ 51.2％ 39.5％

43件 0件 1件 0件 3件 22件 17件

100.0％ 2.4％ 0.8％ 0.8％ 22.0％ 56.1％ 17.1％

123件 3件 1件 1件 27件 69件 21件

100.0％ 4.0％ 5.1％ 2.8％ 26.6％ 51.4％ 10.2％

177件 7件 9件 5件 47件 91件 18件

100.0％ 7.0％ 7.6％ 5.8％ 41.9％ 33.1％ 3.5％

172件 12件 13件 10件 72件 57件 6件

100.0％ 7.6％ 14.1％ 14.7％ 29.9％ 23.9％ 4.3％

184件 14件 26件 27件 55件 44件 8件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 1.3％ 0.9％

702件 9件 6件

100.0％ 0.0％ 0.0％

43件 0件 0件

100.0％ 0.8％ 0.0％

123件 1件 0件

100.0％ 0.0％ 0.0％

177件 0件 0件

100.0％ 1.2％ 0.0％

172件 2件 0件

100.0％ 3.3％ 2.2％

184件 6件 4件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

近所づきあいの程度について、回答者の年齢別にみると、年齢が上がるにつれて、「常日ごろから、

家族ぐるみのつきあいがある」、「困っているとき、相談をしたり、助け合ったりする」、「一緒にお茶

を飲んだり、留守をするときに声をかけあう」と回答する割合が高くなっています。
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ｎ

常日ごろか
ら、家族ぐ
るみのつき
あいがある

困っている
ときに、相
談をした
り、助け
合ったりす

る

一緒にお茶
を飲んだ
り、留守を
するときに
声をかけあ

う

たまに立ち
話をする

会えばあい
さつをかわ

す

つきあいが
ほとんどな

い

全体 100.0％ 5.1％ 7.1％ 6.3％ 29.1％ 40.3％ 10.0％

702件 36件 50件 44件 204件 283件 70件

100.0％ 4.4％ 6.0％ 6.9％ 29.8％ 41.3％ 10.4％

480件 21件 29件 33件 143件 198件 50件

100.0％ 3.9％ 8.7％ 3.9％ 29.1％ 43.3％ 7.9％

127件 5件 11件 5件 37件 55件 10件

100.0％ 10.3％ 10.3％ 5.7％ 26.4％ 32.2％ 11.5％

87件 9件 9件 5件 23件 28件 10件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 1.3％ 0.9％

702件 9件 6件

100.0％ 0.6％ 0.6％

480件 3件 3件

100.0％ 3.1％ 0.0％

127件 4件 0件

100.0％ 2.3％ 1.1％

87件 2件 1件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

近所づきあいの程度について、居住地区別にみると、飯田川地区では他の地区よりも「常日ごろか

ら、家族ぐるみのつきあいがある」、「困っているときに、相談をしたり、助け合ったりする」と回答

する割合がやや高くなっています。
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59.8％

24.6％

16.7％

38.5％

8.3％

6.6％

5.8％

13.1％

5.1％

14.2％

3.6％

1.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分や家族の健康に関すること

介護に関すること

仕事に関すること

生活費などの経済的問題

近所との関係

育児・子育てに関すること

家族間の問題（嫁姑問題など）

自分や家族の生活（進学、就職、結婚）上の問題

判断能力に不安がある場合の財産管理

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

４）日常生活における悩みや不安について

①悩みや不安を感じていること

問12 あなたは毎日の暮らしの中で、次のどのようなことに悩みや不安を感じていますか。

（○はいくつでも）

日常生活における悩みや不安としては、「自分や家族の健康に関すること」が59.8％でもっとも多

くなっています。

ついで、「生活費などの経済的問題」が38.5％、「介護に関すること」が24.6％となっています。
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ｎ

自分や家族
の健康に関
すること

介護に関す
ること

仕事に関す
ること

生活費など
の経済的問

題

近所との関
係

育児・子育
てに関する
こと

全体 100.0％ 59.8％ 24.6％ 16.7％ 38.5％ 8.3％ 6.6％

702件 420件 173件 117件 270件 58件 46件

100.0％ 32.6％ 16.3％ 32.6％ 46.5％ 9.3％ 16.3％

43件 14件 7件 14件 20件 4件 7件

100.0％ 49.6％ 17.1％ 35.8％ 56.1％ 5.7％ 30.1％

123件 61件 21件 44件 69件 7件 37件

100.0％ 66.1％ 30.5％ 26.6％ 39.0％ 10.2％ 1.1％

177件 117件 54件 47件 69件 18件 2件

100.0％ 69.8％ 24.4％ 5.8％ 40.1％ 9.9％ 0.0％

172件 120件 42件 10件 69件 17件 0件

100.0％ 58.7％ 26.6％ 1.1％ 23.4％ 6.5％ 0.0％

184件 108件 49件 2件 43件 12件 0件

ｎ

家族間の問
題

自分や家族
の生活上の
問題

判断能力に
不安がある
場合の財産
管理

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 5.8％ 13.1％ 5.1％ 14.2％ 3.6％ 1.3％

702件 41件 92件 36件 100件 25件 9件

100.0％ 9.3％ 20.9％ 2.3％ 20.9％ 0.0％ 2.3％

43件 4件 9件 1件 9件 0件 1件

100.0％ 8.9％ 20.3％ 8.1％ 13.8％ 4.1％ 0.0％

123件 11件 25件 10件 17件 5件 0件

100.0％ 10.7％ 18.6％ 6.2％ 12.4％ 2.8％ 1.7％

177件 19件 33件 11件 22件 5件 3件

100.0％ 2.3％ 7.0％ 4.1％ 10.5％ 4.1％ 0.0％

172件 4件 12件 7件 18件 7件 0件

100.0％ 1.6％ 7.1％ 3.8％ 17.9％ 4.3％ 1.6％

184件 3件 13件 7件 33件 8件 3件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

日常生活における悩みや不安について、回答者の年齢別にみると、50歳以上の年齢層では「自分や

家族の健康に関すること」、50歳未満の年齢層では「生活費などの経済的問題」という回答がもっと

も多くなっています。
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ｎ

自分や家族
の健康に関
すること

介護に関す
ること

仕事に関す
ること

生活費など
の経済的問

題

近所との関
係

育児・子育
てに関する
こと

全体 100.0％ 59.8％ 24.6％ 16.7％ 38.5％ 8.3％ 6.6％

702件 420件 173件 117件 270件 58件 46件

100.0％ 48.1％ 16.7％ 24.1％ 55.6％ 5.6％ 38.0％

108件 52件 18件 26件 60件 6件 41件

100.0％ 69.5％ 30.2％ 13.0％ 37.2％ 7.4％ 1.4％

285件 198件 86件 37件 106件 21件 4件

100.0％ 68.0％ 66.0％ 18.0％ 40.0％ 8.0％ 0.0％

50件 34件 33件 9件 20件 4件 0件

100.0％ 66.2％ 35.2％ 18.3％ 45.1％ 9.9％ 2.8％

71件 47件 25件 13件 32件 7件 2件

100.0％ 54.9％ 18.4％ 17.2％ 33.2％ 9.0％ 1.2％

244件 134件 45件 42件 81件 22件 3件

ｎ

家族間の問
題（嫁姑問
題など）

自分や家族
の生活（進
学、就職、
結婚）上の
問題

判断能力に
不安がある
場合の財産
管理

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 5.8％ 13.1％ 5.1％ 14.2％ 3.6％ 1.3％

702件 41件 92件 36件 100件 25件 9件

100.0％ 5.6％ 21.3％ 1.9％ 12.0％ 0.9％ 0.0％

108件 6件 23件 2件 13件 1件 0件

100.0％ 6.3％ 13.3％ 6.3％ 13.0％ 2.5％ 0.7％

285件 18件 38件 18件 37件 7件 2件

100.0％ 6.0％ 20.0％ 12.0％ 8.0％ 0.0％ 2.0％

50件 3件 10件 6件 4件 0件 1件

100.0％ 8.5％ 19.7％ 12.7％ 9.9％ 2.8％ 0.0％

71件 6件 14件 9件 7件 2件 0件

100.0％ 5.3％ 8.2％ 4.1％ 18.0％ 6.1％ 0.8％

244件 13件 20件 10件 44件 15件 2件

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

日常生活における悩みや不安について、同居者の状況別にみると、いずれの世帯においても「自分

や家族の健康に関すること」という回答が多くなっていますが、65歳以上の方、介護を必要とする方、

障がいのある方などがいる世帯で割合が高く、６割を超えています。

子どものいる世帯では、「生活費などの経済的問題」と回答する割合が55.6％でもっとも高く、介

護を必要とする方のいる世帯では「介護に関すること」という回答も66.0％と６割を超えています。
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63.1％

30.5％

15.8％

6.3％

32.1％

3.4％

1.6％

0.9％

0.3％

5.8％

0.0％

2.3％

4.1％

4.4％

2.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同居している家族

同居していない家族

親戚

近所の人、自治会の役員

知人・友人、職場の人

行政機関の相談窓口

福祉施設等の相談窓口

社会福祉協議会

民生児童委員

ヘルパー、ケアマネジャー、主治医など

ＮＰＯ

その他

相談できる人がいない

困りごとはない

無回答

（ｎ＝702件）

②相談相手

問13 日常生活の困りごとについて、よく相談する相手はどなたですか。（○はいくつでも）

日常生活の困りごとを相談する相手は、「同居している家族」が63.1％と突出して多く、ついで「知

人・友人・職場の人」が32.1％、「同居していない家族」が30.5％、「親戚」が15.8％となっていま

す。
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38.0％

17.7％

19.2％

24.9％

27.2％

16.0％

2.8％

12.5％

46.2％

11.5％

2.0％

4.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

安否確認の声かけ

話し相手

買い物

ごみ出し、草取りなどの外回りの家事

外出するときの手助け

ちょっとした修理補修

短時間の子どもの預かり

高齢者の介護

緊急時の手助け

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

５）地域における助け合い

①手助けしてほしいこと

問14 あなたやご家族が高齢や病気、もしくは子育てなどで日常生活が不自由になったとき、地域

の方にどのような手助けをしてほしいですか。（○はいくつでも）

地域の人に手助けしてほしいことは、「緊急時の手助け」が46.2％でもっとも多く、ついで「安否

確認の声掛け」が38.0％となっています。

その他に「外出するときの手助け」（27.2％）、「ごみ出し、草取りなどの外回りの家事」（24.9％）

などを手助けしてほしいという回答も２割を超えています。
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ｎ

安否確認の
声かけ

話し相手 買い物 ごみ出し、
草取りなど
の外回りの
家事

外出すると
きの手助け

ちょっとし
た修理補修

全体 100.0％ 38.0％ 17.7％ 19.2％ 24.9％ 27.2％ 16.0％

702件 267件 124件 135件 175件 191件 112件

100.0％ 30.2％ 18.6％ 16.3％ 11.6％ 18.6％ 7.0％

43件 13件 8件 7件 5件 8件 3件

100.0％ 34.1％ 17.9％ 16.3％ 21.1％ 19.5％ 12.2％

123件 42件 22件 20件 26件 24件 15件

100.0％ 42.4％ 18.6％ 22.6％ 33.9％ 32.2％ 20.9％

177件 75件 33件 40件 60件 57件 37件

100.0％ 39.5％ 17.4％ 19.2％ 24.4％ 29.7％ 16.9％

172件 68件 30件 33件 42件 51件 29件

100.0％ 37.0％ 16.8％ 19.0％ 22.3％ 27.7％ 15.2％

184件 68件 31件 35件 41件 51件 28件

ｎ

短時間の子
どもの預か

り

高齢者の介
護

緊急時の手
助け

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 2.8％ 12.5％ 46.2％ 11.5％ 2.0％ 4.1％

702件 20件 88件 324件 81件 14件 29件

100.0％ 7.0％ 11.6％ 44.2％ 23.3％ 0.0％ 2.3％

43件 3件 5件 19件 10件 0件 1件

100.0％ 8.1％ 16.3％ 43.9％ 13.0％ 1.6％ 2.4％

123件 10件 20件 54件 16件 2件 3件

100.0％ 2.8％ 15.8％ 52.0％ 12.4％ 1.7％ 2.3％

177件 5件 28件 92件 22件 3件 4件

100.0％ 0.6％ 8.1％ 51.7％ 6.4％ 2.3％ 4.1％

172件 1件 14件 89件 11件 4件 7件

100.0％ 0.5％ 10.9％ 36.4％ 12.0％ 2.7％ 7.6％

184件 1件 20件 67件 22件 5件 14件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域の人に手助けしてほしいことについて、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても

「緊急時の手助け」、「安否確認の声かけ」という回答が多くなっていますが、50歳から74歳の年齢

層では、「緊急時の手助け」と回答する割合が高く、半数を超えています。
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ｎ

安否確認の
声かけ

話し相手 買い物 ごみ出し、
草取りなど
の外回りの
家事

外出すると
きの手助け

ちょっとし
た修理補修

全体 100.0％ 38.0％ 17.7％ 19.2％ 24.9％ 27.2％ 16.0％

702件 267件 124件 135件 175件 191件 112件

100.0％ 28.7％ 12.0％ 15.7％ 16.7％ 17.6％ 11.1％

108件 31件 13件 17件 18件 19件 12件

100.0％ 42.8％ 23.2％ 16.1％ 24.2％ 28.1％ 16.8％

285件 122件 66件 46件 69件 80件 48件

100.0％ 46.0％ 24.0％ 26.0％ 28.0％ 26.0％ 16.0％

50件 23件 12件 13件 14件 13件 8件

100.0％ 33.8％ 15.5％ 22.5％ 26.8％ 22.5％ 15.5％

71件 24件 11件 16件 19件 16件 11件

100.0％ 39.3％ 13.5％ 22.5％ 29.1％ 31.1％ 16.0％

244件 96件 33件 55件 71件 76件 39件

ｎ

短時間の子
どもの預か

り

高齢者の介
護

緊急時の手
助け

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 2.8％ 12.5％ 46.2％ 11.5％ 2.0％ 4.1％

702件 20件 88件 324件 81件 14件 29件

100.0％ 13.0％ 15.7％ 42.6％ 18.5％ 0.9％ 2.8％

108件 14件 17件 46件 20件 1件 3件

100.0％ 1.1％ 14.0％ 49.1％ 8.8％ 2.1％ 2.5％

285件 3件 40件 140件 25件 6件 7件

100.0％ 2.0％ 22.0％ 50.0％ 6.0％ 2.0％ 0.0％

50件 1件 11件 25件 3件 1件 0件

100.0％ 1.4％ 7.0％ 54.9％ 19.7％ 2.8％ 2.8％

71件 1件 5件 39件 14件 2件 2件

100.0％ 1.6％ 11.1％ 44.7％ 10.7％ 2.5％ 6.1％

244件 4件 27件 109件 26件 6件 15件

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

地域の人に手助けしてほしいことについて、同居者の状況別にみると、いずれの世帯においても「緊

急時の手助け」という回答がもっとも多く、65歳以上の方、介護を必要とする方、障がいのある方が

いる世帯で割合が高くなっています。

65歳以上の方、介護を必要とする方がいる世帯では、「安否確認の声かけ」という回答も４割を超

え多くなっています。
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57.7％

34.5％

17.7％

20.1％

15.1％

7.5％

6.4％

3.1％

44.4％

11.0％

1.9％

3.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安否確認の声かけ

話し相手

買い物

ごみ出し、草取りなどの外回りの家事

外出するときの手助け

ちょっとした修理補修

短時間の子どもの預かり

高齢者の介護

緊急時の手助け

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

②手助けできると思うこと

問15 隣近所で高齢者や障がいのある方の介助・介護や子育てなどで困っている家庭があったら、

あなたはどのような手助けができると思いますか。（○はいくつでも）

隣近所で困っている家庭があったら、手助けできると思うこととしては、「安否確認の声掛け」が

57.7％でもっとも多く、ついで「緊急時の手助け」が44.4％、「話し相手」が34.5％と３割を超えて

います。
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ｎ

安否確認の
声かけ

話し相手 買い物 ごみ出し、
草取りなど
の外回りの
家事

外出すると
きの手助け

ちょっとし
た修理補修

全体 100.0％ 57.7％ 34.5％ 17.7％ 20.1％ 15.1％ 7.5％

702件 405件 242件 124件 141件 106件 53件

100.0％ 46.5％ 41.9％ 18.6％ 14.0％ 18.6％ 4.7％

43件 20件 18件 8件 6件 8件 2件

100.0％ 57.7％ 30.9％ 17.9％ 21.1％ 13.0％ 5.7％

123件 71件 38件 22件 26件 16件 7件

100.0％ 66.1％ 29.9％ 18.6％ 22.0％ 13.0％ 7.9％

177件 117件 53件 33件 39件 23件 14件

100.0％ 63.4％ 33.1％ 21.5％ 21.5％ 16.9％ 8.7％

172件 109件 57件 37件 37件 29件 15件

100.0％ 46.7％ 41.3％ 12.5％ 17.9％ 15.8％ 8.2％

184件 86件 76件 23件 33件 29件 15件

ｎ

短時間の子
どもの預か

り

高齢者の介
護

緊急時の手
助け

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 6.4％ 3.1％ 44.4％ 11.0％ 1.9％ 3.3％

702件 45件 22件 312件 77件 13件 23件

100.0％ 9.3％ 7.0％ 41.9％ 20.9％ 2.3％ 2.3％

43件 4件 3件 18件 9件 1件 1件

100.0％ 13.0％ 1.6％ 48.8％ 11.4％ 0.0％ 2.4％

123件 16件 2件 60件 14件 0件 3件

100.0％ 7.9％ 4.0％ 53.7％ 8.5％ 1.1％ 2.3％

177件 14件 7件 95件 15件 2件 4件

100.0％ 4.1％ 4.1％ 50.0％ 7.0％ 1.7％ 2.9％

172件 7件 7件 86件 12件 3件 5件

100.0％ 2.2％ 1.6％ 27.7％ 14.7％ 3.8％ 5.4％

184件 4件 3件 51件 27件 7件 10件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

手助けできると思うことについて、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても「安否確

認の声かけ」、「緊急時の手助け」という回答が多く、30歳から74歳の年齢層で割合が高くなってい

ます。

一方、「話し相手」と回答する割合は、30歳から74歳の年齢層よりも、18歳～29歳や75歳以上で

割合が高くなっています。
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16.0％

14.2％

16.8％

12.0％

36.3％

14.2％

44.7％

18.2％

7.5％

18.8％

7.5％

11.7％

3.6％

7.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

青少年の健全育成

ひとり親家庭の子育て支援

共働き家庭の子育て支援

乳幼児期の子育て支援

高齢者の社会参加や生きがいづくり

障がいのある方の社会参加や生きがいづくり

高齢者世帯の生活支援

障がいのある方への生活支援

子どもや高齢者、障がいのある方などへの虐待対策

生活習慣病予防など健康づくりへの取り組み

ひきこもり・ニート状態にある方への支援

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

６）地域住民が取り組むべき課題や問題

問16 あなたの身近な地域には地域住民が取り組むべき課題や問題として、どのようなことがあ

ると思いますか。（○はいくつでも）

地域における地域住民が取り組むべき課題や問題としては、「高齢者世帯の生活支援」が44.7％で

もっとも多く、ついで「高齢者の社会参加や生きがいづくり」が36.3％と、高齢者の支援に関する回

答が多くなっています。
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ｎ

青少年の健
全育成

ひとり親家
庭の子育て
支援

共働き家庭
の子育て支

援

乳幼児期の
子育て支援

高齢者の社
会参加や生
きがいづく

り

障がいのあ
る方の社会
参加や生き
がいづくり

全体 100.0％ 16.0％ 14.2％ 16.8％ 12.0％ 36.3％ 14.2％

702件 112件 100件 118件 84件 255件 100件

100.0％ 30.2％ 25.6％ 30.2％ 30.2％ 25.6％ 11.6％

43件 13件 11件 13件 13件 11件 5件

100.0％ 24.4％ 18.7％ 35.0％ 24.4％ 22.0％ 16.3％

123件 30件 23件 43件 30件 27件 20件

100.0％ 15.3％ 13.6％ 18.6％ 11.9％ 41.8％ 17.5％

177件 27件 24件 33件 21件 74件 31件

100.0％ 17.4％ 17.4％ 9.9％ 8.1％ 41.9％ 15.7％

172件 30件 30件 17件 14件 72件 27件

100.0％ 6.5％ 6.5％ 6.5％ 3.3％ 37.5％ 9.2％

184件 12件 12件 12件 6件 69件 17件

ｎ

高齢者世帯
の生活支援

障がいのあ
る方への生
活支援

子どもや高
齢者、障が
いのある方
などへの虐
待対策

生活習慣病
予防など健
康づくりへ
の取り組み

ひきこも
り・ニート
状態にある
方への支援

特にない

全体 100.0％ 44.7％ 18.2％ 7.5％ 18.8％ 7.5％ 11.7％

702件 314件 128件 53件 132件 53件 82件

100.0％ 30.2％ 23.3％ 11.6％ 14.0％ 14.0％ 14.0％

43件 13件 10件 5件 6件 6件 6件

100.0％ 35.8％ 15.4％ 11.4％ 12.2％ 8.1％ 14.6％

123件 44件 19件 14件 15件 10件 18件

100.0％ 53.7％ 22.6％ 8.5％ 15.8％ 9.6％ 9.0％

177件 95件 40件 15件 28件 17件 16件

100.0％ 51.2％ 20.9％ 9.3％ 28.5％ 5.2％ 7.0％

172件 88件 36件 16件 49件 9件 12件

100.0％ 39.1％ 12.5％ 1.6％ 17.9％ 6.0％ 16.3％

184件 72件 23件 3件 33件 11件 30件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 3.6％ 7.5％

702件 25件 53件

100.0％ 0.0％ 4.7％

43件 0件 2件

100.0％ 3.3％ 3.3％

123件 4件 4件

100.0％ 4.5％ 4.5％

177件 8件 8件

100.0％ 2.9％ 6.4％

172件 5件 11件

100.0％ 4.3％ 14.7％

184件 8件 27件

回答者の年齢（整理）

18～29歳

30～49歳

50～64歳

65～74歳

75歳以上

回答者の年齢（整理）

18～29歳

30～49歳

50～64歳

65～74歳

75歳以上

回答者の年齢（整理）

18～29歳

30～49歳

50～64歳

65～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域における地域住民が取り組むべき課題や問題について、回答者の年齢別にみると、いずれの年

齢層においても「高齢者世帯の生活支援」という回答がもっとも多く、50歳から74歳の年齢層では

半数を超えています。

50歳以上の年齢層では「高齢者の社会参加や生きがいづくり」と回答する割合も４割前後と高くな

っています。



29

ｎ

青少年の健
全育成

ひとり親家
庭の子育て
支援

共働き家庭
の子育て支

援

乳幼児期の
子育て支援

高齢者の社
会参加や生
きがいづく

り

障がいのあ
る方の社会
参加や生き
がいづくり

全体 100.0％ 16.0％ 14.2％ 16.8％ 12.0％ 36.3％ 14.2％

702件 112件 100件 118件 84件 255件 100件

100.0％ 17.2％ 15.4％ 16.4％ 11.6％ 40.0％ 14.8％

500件 86件 77件 82件 58件 200件 74件

100.0％ 10.1％ 10.9％ 18.5％ 14.3％ 31.9％ 13.4％

119件 12件 13件 22件 17件 38件 16件

100.0％ 17.5％ 12.5％ 17.5％ 11.3％ 20.0％ 12.5％

80件 14件 10件 14件 9件 16件 10件

ｎ

高齢者世帯
の生活支援

障がいのあ
る方への生
活支援

子どもや高
齢者、障が
いのある方
などへの虐
待対策

生活習慣病
予防など健
康づくりへ
の取り組み

ひきこも
り・ニート
状態にある
方への支援

特にない

全体 100.0％ 44.7％ 18.2％ 7.5％ 18.8％ 7.5％ 11.7％

702件 314件 128件 53件 132件 53件 82件

100.0％ 48.4％ 19.4％ 7.4％ 19.6％ 7.4％ 9.8％

500件 242件 97件 37件 98件 37件 49件

100.0％ 39.5％ 16.8％ 7.6％ 17.6％ 7.6％ 12.6％

119件 47件 20件 9件 21件 9件 15件

100.0％ 30.0％ 13.8％ 8.8％ 16.3％ 8.8％ 22.5％

80件 24件 11件 7件 13件 7件 18件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 3.6％ 7.5％

702件 25件 53件

100.0％ 3.0％ 6.6％

500件 15件 33件

100.0％ 5.0％ 10.9％

119件 6件 13件

100.0％ 5.0％ 6.3％

80件 4件 5件

居住地域への愛着（整理）

“愛着がある”

どちらともいえない

“愛着がない”

居住地域への愛着
（整理）

“愛着がある”

どちらともいえない

“愛着がない”

居住地域への愛着（整理）

“愛着がある”

どちらともいえない

“愛着がない”

地域における地域住民が取り組むべき課題や問題について、居住地域への愛着の有無別にみると、

愛着のある人の方が、愛着がない人よりも「高齢者世帯の生活支援」、「高齢者の社会参加や生きがい

づくり」に取り組むべきと回答する割合が高いのが目立ちます。



30

ｎ

青少年の健
全育成

ひとり親家
庭の子育て
支援

共働き家庭
の子育て支

援

乳幼児期の
子育て支援

高齢者の社
会参加や生
きがいづく

り

障がいのあ
る方の社会
参加や生き
がいづくり

全体 100.0％ 16.0％ 14.2％ 16.8％ 12.0％ 36.3％ 14.2％

702件 112件 100件 118件 84件 255件 100件

100.0％ 22.1％ 14.7％ 20.2％ 16.0％ 36.2％ 17.8％

163件 36件 24件 33件 26件 59件 29件

100.0％ 14.2％ 14.5％ 15.9％ 10.8％ 36.4％ 13.7％

415件 59件 60件 66件 45件 151件 57件

100.0％ 17.0％ 17.0％ 17.0％ 12.8％ 43.6％ 13.8％

94件 16件 16件 16件 12件 41件 13件

ｎ

高齢者世帯
の生活支援

障がいのあ
る方への生
活支援

子どもや高
齢者、障が
いのある方
などへの虐
待対策

生活習慣病
予防など健
康づくりへ
の取り組み

ひきこも
り・ニート
状態にある
方への支援

特にない

全体 100.0％ 44.7％ 18.2％ 7.5％ 18.8％ 7.5％ 11.7％

702件 314件 128件 53件 132件 53件 82件

100.0％ 47.2％ 22.7％ 7.4％ 17.2％ 7.4％ 12.9％

163件 77件 37件 12件 28件 12件 21件

100.0％ 45.1％ 17.6％ 8.2％ 17.6％ 7.5％ 12.5％

415件 187件 73件 34件 73件 31件 52件

100.0％ 50.0％ 18.1％ 7.4％ 30.9％ 10.6％ 6.4％

94件 47件 17件 7件 29件 10件 6件

ｎ
その他 無回答

全体 100.0％ 3.6％ 7.5％

702件 25件 53件

100.0％ 1.8％ 3.7％

163件 3件 6件

100.0％ 4.1％ 6.0％

415件 17件 25件

100.0％ 5.3％ 4.3％

94件 5件 4件

どちらともいえない

“不満”

福祉環境の満足度
（整理）

“満足”

どちらともいえない

“不満”

福祉環境の満足度
（整理）

“満足”

どちらともいえない

“不満”

福祉環境の満足度
（整理）

“満足”

地域における地域住民が取り組むべき課題や問題について、福祉環境への満足度別にみると、満足

度合にかかわらず「高齢者世帯の生活支援」、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」という回答が多

くなっていますが、福祉環境に不満を感じている人では「生活習慣病予防など健康づくりへの取り組

み」という回答が30.9％と、満足している人の17.2％よりも割合が高くなっています。
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ｎ
満足 まあ満足 どちらとも

いえない
やや不満 不満 無回答

平均

100.0％ 1.7％ 3.6％ 37.7％ 46.2％ 7.7％ 3.1％ 3.56点

702件 12件 25件 265件 324件 54件 22件

100.0％ 8.4％ 32.1％ 46.2％ 6.0％ 3.0％ 4.4％ 3.39点

702件 59件 225件 324件 42件 21件 31件

100.0％ 7.0％ 41.7％ 36.5％ 7.3％ 2.8％ 4.7％ 3.45点

702件 49件 293件 256件 51件 20件 33件

100.0％ 9.7％ 37.3％ 32.9％ 11.8％ 3.4％ 4.8％ 3.40点

702件 68件 262件 231件 83件 24件 34件

100.0％ 7.0％ 32.8％ 22.8％ 23.4％ 10.3％ 3.8％ 3.03点

702件 49件 230件 160件 164件 72件 27件

100.0％ 6.0％ 31.9％ 27.8％ 22.5％ 7.7％ 4.1％ 3.06点

702件 42件 224件 195件 158件 54件 29件

100.0％ 6.3％ 35.6％ 33.8％ 16.5％ 4.1％ 3.7％ 3.24点

702件 44件 250件 237件 116件 29件 26件

100.0％ 3.0％ 20.2％ 59.1％ 10.7％ 2.7％ 4.3％ 3.11点

702件 21件 142件 415件 75件 19件 30件

100.0％ 3.0％ 17.5％ 62.1％ 10.5％ 3.0％ 3.8％ 3.07点

702件 21件 123件 436件 74件 21件 27件

①近所づきあい

②地域活動（自治会など）

③生活環境（生活マナーなど）

④自然環境（公園・緑地など）

⑤商業環境（買い物・食事など）

⑥交通環境（道路・交通など）

⑦医療・保健環境（病院など）

⑧福祉環境（福祉サービスや相談体制など）

⑨防災・防犯体制（緊急時の支援体制・見守りなど）

53.8％

40.5％

48.7％

47.0％

39.7％

37.9％

41.9％

23.2％

20.5％

37.7％

46.2％

36.5％

32.9％

22.8％

27.8％

33.8％

59.1％

62.1％

5.3％

9.0％

10.1％

15.2％

33.6％

30.2％

20.7％

13.4％

13.5％

3.1％

4.4％

4.7％

4.8％

3.8％

4.1％

3.7％

4.3％

3.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①近所づきあい

②地域活動

③生活環境

④自然環境

⑤商業環境

⑥交通環境

⑦医療・保健環境

⑧福祉環境

⑨防災・防犯体制

（ｎ＝702件）

“満足” どちらともいえない “不満” 無回答

７）地域の暮らしの満足度

問17 あなたがお住まいの、地域の暮らしの満足度についてお答えください。

（○はそれぞれ１つずつ）

居住している地域の満足度をみると、①近所づきあい、②地域活動、③生活環境、④自然環境、⑦

医療・保健環境などについては４割以上が“満足”（「満足」＋「まあ満足」）と回答しています。

⑤商業環境、⑥交通環境ついては、４割近くが“満足”としていますが、“不満”（「やや不満」＋

「不満」）という回答も３割以上を占めています。

⑧福祉環境、⑨防災・防犯体制については“満足”という回答は２割程度にとどまります。
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ｎ
“満足” どちらとも

いえない
“不満” 無回答

平均

全体 100.0％ 39.7％ 22.8％ 33.6％ 3.8％ 3.03点

702件 279件 160件 236件 27件

100.0％ 39.5％ 14.0％ 41.9％ 4.7％ 2.98点

43件 17件 6件 18件 2件

100.0％ 41.5％ 23.6％ 32.5％ 2.4％ 3.04点

123件 51件 29件 40件 3件

100.0％ 41.8％ 22.6％ 33.9％ 1.7％ 3.03点

177件 74件 40件 60件 3件

100.0％ 36.0％ 25.0％ 34.9％ 4.1％ 2.98点

172件 62件 43件 60件 7件

100.0％ 39.7％ 22.8％ 31.0％ 6.5％ 3.07点

184件 73件 42件 57件 12件

100.0％ 46.0％ 22.3％ 28.1％ 3.5％ 3.17点

480件 221件 107件 135件 17件

100.0％ 18.1％ 20.5％ 57.5％ 3.9％ 2.41点

127件 23件 26件 73件 5件

100.0％ 36.8％ 29.9％ 29.9％ 3.4％ 3.11点

87件 32件 26件 26件 3件

100.0％ 51.2％ 21.7％ 23.3％ 3.8％ 3.34点

373件 191件 81件 87件 14件

100.0％ 19.7％ 25.8％ 50.5％ 4.0％ 2.48点

198件 39件 51件 100件 8件

100.0％ 36.2％ 22.4％ 38.8％ 2.6％ 2.96点

116件 42件 26件 45件 3件

暮らしやすさ（整理）

“暮らしやすい”

“暮らしにくい”

わからない

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

⑤商業環境

商業環境の満足度について、回答者の属性別にみると、18歳～29歳では“不満”（41.9％）が“満

足”（39.5％）を上回っています。

昭和地区では、他の地区よりも“満足”と回答する割合が低く18.1％と２割を下回っています。

本市は暮らしやすいと感じている人では“満足”という回答が半数を超えているのに対し、暮らし

にくいと感じている人では半数が“不満”としています。
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ｎ
“満足” どちらとも

いえない
“不満” 無回答

平均

全体 100.0％ 37.9％ 27.8％ 30.2％ 4.1％ 3.06点

702件 266件 195件 212件 29件

100.0％ 34.9％ 18.6％ 44.2％ 2.3％ 2.95点

43件 15件 8件 19件 1件

100.0％ 36.6％ 25.2％ 35.0％ 3.3％ 2.92点

123件 45件 31件 43件 4件

100.0％ 36.2％ 29.9％ 31.6％ 2.3％ 3.01点

177件 64件 53件 56件 4件

100.0％ 37.2％ 30.8％ 27.3％ 4.7％ 3.10点

172件 64件 53件 47件 8件

100.0％ 41.3％ 27.2％ 25.0％ 6.5％ 3.19点

184件 76件 50件 46件 12件

100.0％ 39.2％ 27.1％ 30.2％ 3.5％ 3.07点

480件 188件 130件 145件 17件

100.0％ 31.5％ 26.8％ 36.2％ 5.5％ 2.93点

127件 40件 34件 46件 7件

100.0％ 40.2％ 32.2％ 23.0％ 4.6％ 3.20点

87件 35件 28件 20件 4件

100.0％ 51.5％ 26.0％ 19.3％ 3.2％ 3.40点

373件 192件 97件 72件 12件

100.0％ 17.2％ 26.8％ 52.0％ 4.0％ 2.48点

198件 34件 53件 103件 8件

100.0％ 30.2％ 36.2％ 30.2％ 3.4％ 2.94点

116件 35件 42件 35件 4件

暮らしやすさ（整理）

“暮らしやすい”

“暮らしにくい”

わからない

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

⑥交通環境

交通環境の満足度について、回答者の属性別にみると、年齢が下がるにつれて“不満”と回答する

割合が高くなり、18歳～29歳では“不満”（44.2％）が“満足”（34.9％）を上回っています。

昭和地区では、他の地区よりも“満足”と回答する割合がやや低く、“不満”（36.2％）が“満足”

（31.5％）を上回っています。

本市は暮らしやすいと感じている人では、“満足”という回答が半数を超えているのに対し、暮ら

しにくいと感じている人では“不満”という回答が半数を超えています。
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ｎ
“満足” どちらとも

いえない
“不満” 無回答

平均

全体 100.0％ 23.2％ 59.1％ 13.4％ 4.3％ 3.11点

702件 163件 415件 94件 30件

100.0％ 39.5％ 51.2％ 7.0％ 2.3％ 3.45点

43件 17件 22件 3件 1件

100.0％ 20.3％ 69.1％ 7.3％ 3.3％ 3.12点

123件 25件 85件 9件 4件

100.0％ 20.9％ 61.0％ 16.4％ 1.7％ 3.03点

177件 37件 108件 29件 3件

100.0％ 22.7％ 56.4％ 15.7％ 5.2％ 3.08点

172件 39件 97件 27件 9件

100.0％ 23.9％ 55.4％ 13.6％ 7.1％ 3.11点

184件 44件 102件 25件 13件

100.0％ 23.8％ 59.4％ 12.7％ 4.2％ 3.10点

480件 114件 285件 61件 20件

100.0％ 17.3％ 63.8％ 15.0％ 3.9％ 3.05点

127件 22件 81件 19件 5件

100.0％ 28.7％ 52.9％ 13.8％ 4.6％ 3.19点

87件 25件 46件 12件 4件

100.0％ 31.6％ 57.6％ 6.7％ 4.0％ 3.30点

373件 118件 215件 25件 15件

100.0％ 13.1％ 56.1％ 28.3％ 2.5％ 2.79点

198件 26件 111件 56件 5件

100.0％ 12.9％ 72.4％ 10.3％ 4.3％ 3.00点

116件 15件 84件 12件 5件

暮らしやすさ（整理）

“暮らしやすい”

“暮らしにくい”

わからない

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

⑧福祉環境

福祉環境の満足度について、回答者の属性別にみると、18歳～29歳では“満足”と回答する割合

が39.5％と、他の年齢層よりも高くなっています。

昭和地区では、“満足”と回答する割合がやや低く、17.3％と２割を下回っています。

本市は暮らしやすいと感じている人では、“満足”という回答が３割を超えているのに対し、暮ら

しにくいという人では13.1％と１割程度で、３割近くが“不満”としています。
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ｎ
“満足” どちらとも

いえない
“不満” 無回答

平均

全体 100.0％ 20.5％ 62.1％ 13.5％ 3.8％ 3.07点

702件 144件 436件 95件 27件

100.0％ 37.2％ 53.5％ 7.0％ 2.3％ 3.45点

43件 16件 23件 3件 1件

100.0％ 19.5％ 67.5％ 9.8％ 3.3％ 3.10点

123件 24件 83件 12件 4件

100.0％ 16.4％ 62.7％ 19.2％ 1.7％ 2.94点

177件 29件 111件 34件 3件

100.0％ 15.1％ 66.3％ 15.1％ 3.5％ 3.00点

172件 26件 114件 26件 6件

100.0％ 26.1％ 56.5％ 10.3％ 7.1％ 3.16点

184件 48件 104件 19件 13件

100.0％ 21.7％ 61.0％ 13.8％ 3.5％ 3.07点

480件 104件 293件 66件 17件

100.0％ 12.6％ 68.5％ 15.0％ 3.9％ 2.98点

127件 16件 87件 19件 5件

100.0％ 26.4％ 58.6％ 10.3％ 4.6％ 3.20点

87件 23件 51件 9件 4件

100.0％ 27.6％ 60.6％ 8.3％ 3.5％ 3.24点

373件 103件 226件 31件 13件

100.0％ 9.1％ 61.6％ 25.8％ 3.5％ 2.75点

198件 18件 122件 51件 7件

100.0％ 17.2％ 70.7％ 9.5％ 2.6％ 3.07点

116件 20件 82件 11件 3件

暮らしやすさ（整理）

“暮らしやすい”

“暮らしにくい”

わからない

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

⑨防災・防犯体制

防災・防犯体制の満足度について、回答者の属性別にみると、18歳～29歳では“満足”と回答す

る割合が37.2％、75歳以上では26.1％と、他の年齢層よりも高くなっています。

50～64歳では“不満”という割合が“満足”という割合を上回っています。

昭和地区では、“満足”と回答する割合が低く、12.6％と１割割程度となっています。

本市は暮らしやすいと感じている人では、“満足”と回答する割合が３割近いのに対し、暮らしに

くいと感じている人では9.1％と１割を下回り、“不満”という回答が２割を超えています。
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73.1％

44.0％

46.4％

30.2％

19.7％

41.7％

17.5％

1.7％

6.6％

3.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害時の助け合い

事故や犯罪の防止

ごみ集積所の維持管理や除雪など日常生活の共同作業

緑地・公園の保全、生活道路の整備などの生活環境づくり

教育や子育て支援など地域ぐるみでの次世代育成

高齢者の日常生活の支援など日頃からの助け合い

イベントなど住民間の交流機会づくり

その他

わからない

無回答

（ｎ＝702件）

８）地域社会に期待する役割

問18 地域社会の役割として、どのような機能を期待しますか。（○はいくつでも）

地域社会に期待する役割としては、「災害時の助け合い」がもっとも多く、73.1％と７割を超えて

います。

ついで、「ごみ集積所の維持管理や除雪など日常生活の共同作業」（46.4％）、「事故や犯罪の防止」

（44.0％）、「高齢者の日常生活の支援など日頃からの助け合い」（41.7％）なども４割を超え多くな

っています。
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ｎ

災害時の助
け合い

事故や犯罪
の防止

ごみ集積所
の維持管理
や除雪など
日常生活の
共同作業

緑地・公園
の保全、生
活道路の整
備などの生
活環境づく

り

教育や子育
て支援など
地域ぐるみ
での次世代
育成

高齢者の日
常生活の支
援など日頃
からの助け
合い

全体 100.0％ 73.1％ 44.0％ 46.4％ 30.2％ 19.7％ 41.7％

702件 513件 309件 326件 212件 138件 293件

100.0％ 74.4％ 41.9％ 34.9％ 32.6％ 25.6％ 25.6％

43件 32件 18件 15件 14件 11件 11件

100.0％ 69.1％ 49.6％ 39.8％ 35.0％ 26.0％ 23.6％

123件 85件 61件 49件 43件 32件 29件

100.0％ 74.6％ 47.5％ 43.5％ 32.2％ 18.1％ 44.1％

177件 132件 84件 77件 57件 32件 78件

100.0％ 80.8％ 47.1％ 55.2％ 32.6％ 20.3％ 52.3％

172件 139件 81件 95件 56件 35件 90件

100.0％ 66.3％ 35.3％ 48.4％ 22.3％ 15.2％ 44.6％

184件 122件 65件 89件 41件 28件 82件

ｎ

イベントな
ど住民間の
交流機会づ
くり

その他 わからない 無回答

全体 100.0％ 17.5％ 1.7％ 6.6％ 3.0％

702件 123件 12件 46件 21件

100.0％ 16.3％ 2.3％ 2.3％ 2.3％

43件 7件 1件 1件 1件

100.0％ 12.2％ 0.8％ 8.9％ 2.4％

123件 15件 1件 11件 3件

100.0％ 11.3％ 1.7％ 6.8％ 1.7％

177件 20件 3件 12件 3件

100.0％ 19.8％ 2.9％ 3.5％ 1.7％

172件 34件 5件 6件 3件

100.0％ 24.5％ 1.1％ 8.7％ 6.0％

184件 45件 2件 16件 11件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域社会に期待する役割について、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても「災害時

の助け合い」という回答がもっとも多く、65歳～74歳では80.8％と特に高くなっています。

その他に、30歳から74歳の年齢層では「事故や犯罪の防止」、65歳以上の年齢層では「ごみ集積

所の維持管理や除雪など日常生活の共同作業」、65歳～74歳では「高齢者の日常生活の支援など日頃

からの助け合い」という回答も半数前後で多くなっています。
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ｎ

災害時の助
け合い

事故や犯罪
の防止

ごみ集積所
の維持管理
や除雪など
日常生活の
共同作業

緑地・公園
の保全、生
活道路の整
備などの生
活環境づく

り

教育や子育
て支援など
地域ぐるみ
での次世代
育成

高齢者の日
常生活の支
援など日頃
からの助け
合い

全体 100.0％ 73.1％ 44.0％ 46.4％ 30.2％ 19.7％ 41.7％

702件 513件 309件 326件 212件 138件 293件

100.0％ 73.1％ 44.8％ 46.3％ 31.9％ 20.0％ 40.2％

480件 351件 215件 222件 153件 96件 193件

100.0％ 78.0％ 48.8％ 49.6％ 26.8％ 22.8％ 52.0％

127件 99件 62件 63件 34件 29件 66件

100.0％ 67.8％ 35.6％ 43.7％ 25.3％ 13.8％ 35.6％

87件 59件 31件 38件 22件 12件 31件

ｎ

イベントな
ど住民間の
交流機会づ
くり

その他 わからない 無回答

全体 100.0％ 17.5％ 1.7％ 6.6％ 3.0％

702件 123件 12件 46件 21件

100.0％ 18.3％ 1.9％ 6.7％ 1.9％

480件 88件 9件 32件 9件

100.0％ 17.3％ 2.4％ 3.9％ 3.1％

127件 22件 3件 5件 4件

100.0％ 13.8％ 0.0％ 9.2％ 5.7％

87件 12件 0件 8件 5件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

地域社会に期待する役割について、居住地区別にみると、いずれの地区においても「災害時の助け

合い」という回答がもっとも多く、天王地区と昭和地区では７割を超えています。

昭和地区では「高齢者の日常生活の支援など日頃からの助け合い」と回答する割合が他の地区より

も高く、半数を超えています。
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7.5％ 45.6％ 21.2％ 7.0％ 16.5％ 2.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

暮らしやすいと思う まあまあ暮らしやすいと思う あまり暮らしやすいとは思わない

暮らしやすいとは思わない わからない 無回答

53.1％ 28.2％ 16.5％ 2.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

“暮らしやすい” “暮らしにくい” わからない 無回答

９）本市の暮らしやすさ

問19 潟上市は子どもや高齢者、障がいのある方などにとって、暮らしやすいまちだと思いますか。

（○は１つだけ）

本市の暮らしやすさについては、「暮らしやすいと思う」は7.5％ですが、「まあまあ暮らしやすい

と思う」の45.6％をあわせると、53.1％と半数以上が“暮らしやすい”としています。
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ｎ
“暮らしや
すい”

“暮らしに
くい”

わからない 無回答

全体 100.0％ 53.1％ 28.2％ 16.5％ 2.1％

702件 373件 198件 116件 15件

100.0％ 53.7％ 27.9％ 16.1％ 2.3％

298件 160件 83件 48件 7件

100.0％ 53.1％ 28.1％ 16.9％ 1.8％

384件 204件 108件 65件 7件

100.0％ 25.0％ 25.0％ 50.0％ 0.0％

4件 1件 1件 2件 0件

100.0％ 67.4％ 20.9％ 11.6％ 0.0％

43件 29件 9件 5件 0件

100.0％ 52.8％ 32.5％ 14.6％ 0.0％

123件 65件 40件 18件 0件

100.0％ 49.2％ 28.8％ 20.3％ 1.7％

177件 87件 51件 36件 3件

100.0％ 47.7％ 32.6％ 18.0％ 1.7％

172件 82件 56件 31件 3件

100.0％ 58.7％ 22.8％ 14.1％ 4.3％

184件 108件 42件 26件 8件

100.0％ 54.4％ 26.5％ 17.1％ 2.1％

480件 261件 127件 82件 10件

100.0％ 48.8％ 33.1％ 15.7％ 2.4％

127件 62件 42件 20件 3件

100.0％ 48.3％ 33.3％ 16.1％ 2.3％

87件 42件 29件 14件 2件

100.0％ 57.4％ 33.3％ 8.3％ 0.9％
108件 62件 36件 9件 1件

100.0％ 50.9％ 28.8％ 18.6％ 1.8％
285件 145件 82件 53件 5件

100.0％ 58.0％ 36.0％ 6.0％ 0.0％
50件 29件 18件 3件 0件

100.0％ 57.7％ 33.8％ 7.0％ 1.4％
71件 41件 24件 5件 1件

100.0％ 54.9％ 23.4％ 18.4％ 3.3％
244件 134件 57件 45件 8件

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

性別

男性

女性

回答しない

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

本市の暮らしやすさについて、回答者の属性別にみると、男女で大きな差はみられませんが、“暮

らしやすい”と回答する割合は、18歳～29歳が67.4％でもっとも高く、年齢が上がるにつれて割合

は低くなり、65歳～74歳では47.7％と半数を下回っていますが、75歳以上では58.7％と６割近く

が暮らしやすいとしています。

居住地区で大きな差はみられませんが、天王地区では他の地区よりも“暮らしやすい”と回答する

割合がやや高くなっています。

子どものいる方、介護を必要とする方、障がいのある方がいる世帯よりも、65歳以上の方がいる世

帯では“暮らしやすい”と回答する割合がやや低くなっています。
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27.1％ 43.2％ 28.6％ 1.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

現在は参加している 現在は参加していないが、過去に参加したことがある

参加したことがない 無回答

70.2％ 28.6％ 1.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

“参加経験あり” “参加経験なし” 無回答

（３）地域活動について

１）地域活動への参加状況

①参加経験

問20 あなたは現在、自治会や子ども会、PTAなどの地域活動や公民館などの活動に参加していま

すか。（○は１つだけ）

地域活動や公民館などの活動への参加経験をみると、「現在参加している」は27.1％で、「現在は参

加していないが、過去に参加したことがある」の43.2％をあわせると、７割が参加経験ありとしてい

ます。「参加したことがない」は28.6％でした。
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ｎ

現在は参加
している

現在は参加
していない
が、過去に
参加したこ
とがある

参加したこ
とがない

無回答

全体 100.0％ 27.1％ 43.2％ 28.6％ 1.1％

702件 190件 303件 201件 8件

100.0％ 31.2％ 39.6％ 28.2％ 1.0％

298件 93件 118件 84件 3件

100.0％ 24.0％ 45.8％ 29.2％ 1.0％

384件 92件 176件 112件 4件

100.0％ 25.0％ 25.0％ 50.0％ 0.0％

4件 1件 1件 2件 0件

100.0％ 4.7％ 41.9％ 53.5％ 0.0％

43件 2件 18件 23件 0件

100.0％ 33.3％ 17.9％ 48.8％ 0.0％

123件 41件 22件 60件 0件

100.0％ 26.0％ 48.6％ 23.7％ 1.7％

177件 46件 86件 42件 3件

100.0％ 32.0％ 47.7％ 19.8％ 0.6％

172件 55件 82件 34件 1件

100.0％ 24.5％ 51.1％ 22.8％ 1.6％

184件 45件 94件 42件 3件

100.0％ 25.0％ 46.3％ 27.7％ 1.0％
480件 120件 222件 133件 5件

100.0％ 26.0％ 40.2％ 33.9％ 0.0％
127件 33件 51件 43件 0件

100.0％ 39.1％ 29.9％ 27.6％ 3.4％
87件 34件 26件 24件 3件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

性別

男性

女性

回答しない

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域活動や公民館などの活動への参加経験について、回答者の属性別にみると、女性よりも男性の

方が「現在参加している」と回答する割合が高くなっています。

30歳～49歳、65歳～74歳では「現在参加している」と回答する割合が高く、３割を超えています。

飯田川地区では「現在参加している」という回答が39.1％と、他の地区よりも高い割合となってい

ます。
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76.8％

13.7％

14.7％

14.7％

15.3％

9.5％

16.3％

6.3％

0.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会の活動

子ども会の活動

老人クラブの活動

ＰＴＡの活動

スポーツや文化、芸術に関する活動

公民館などの活動

ボランティア活動

その他

無回答

（ｎ＝190件）

②参加している活動内容

◆問20で「１」を選んだ方にお伺いします。

問21 どんな活動に参加していますか。（○はいくつでも）

地域活動などに現在は参加している回答者に、参加している活動内容を聞いたところ、「自治会の

活動」が76.8％と突出して多くなっています。
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ｎ

自治会の活
動

子ども会の
活動

老人クラブ
の活動

ＰＴＡの活
動

スポーツや
文化、芸術
に関する活

動

公民館など
の活動

全体 100.0％ 76.8％ 13.7％ 14.7％ 14.7％ 15.3％ 9.5％

190件 146件 26件 28件 28件 29件 18件

100.0％ 87.1％ 9.7％ 14.0％ 9.7％ 12.9％ 6.5％

93件 81件 9件 13件 9件 12件 6件

100.0％ 66.3％ 18.5％ 15.2％ 20.7％ 17.4％ 12.0％

92件 61件 17件 14件 19件 16件 11件

100.0％ 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

1件 1件 0件 0件 0件 0件 0件

ｎ
ボランティ
ア活動

その他 無回答

全体 100.0％ 16.3％ 6.3％ 0.0％

190件 31件 12件 0件

100.0％ 14.0％ 6.5％ 0.0％

93件 13件 6件 0件

100.0％ 18.5％ 6.5％ 0.0％

92件 17件 6件 0件

100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

1件 0件 0件 0件

性別

男性

女性

回答しない

性別

男性

女性

回答しない

[属性別にみた回答傾向]

参加している活動内容について、回答者の性別にみると、「自治会の活動」に参加している割合は、

男性は87.1％、女性は66.3％と、男性の方が女性よりも割合が高くなっています。

女性では、「ＰＴＡの活動」、「子ども会の活動」に参加している割合が男性よりも高くなっていま

す。
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ｎ

自治会の活
動

子ども会の
活動

老人クラブ
の活動

ＰＴＡの活
動

スポーツや
文化、芸術
に関する活

動

公民館など
の活動

全体 100.0％ 76.8％ 13.7％ 14.7％ 14.7％ 15.3％ 9.5％

190件 146件 26件 28件 28件 29件 18件

100.0％ 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

2件 2件 0件 0件 0件 0件 0件

100.0％ 46.3％ 46.3％ 0.0％ 51.2％ 22.0％ 0.0％

41件 19件 19件 0件 21件 9件 0件

100.0％ 89.1％ 8.7％ 0.0％ 13.0％ 10.9％ 2.2％

46件 41件 4件 0件 6件 5件 1件

100.0％ 90.9％ 3.6％ 9.1％ 1.8％ 14.5％ 9.1％

55件 50件 2件 5件 1件 8件 5件

100.0％ 73.3％ 2.2％ 51.1％ 0.0％ 15.6％ 26.7％

45件 33件 1件 23件 0件 7件 12件

ｎ
ボランティ
ア活動

その他 無回答

全体 100.0％ 16.3％ 6.3％ 0.0％

190件 31件 12件 0件

100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

2件 0件 0件 0件

100.0％ 7.3％ 7.3％ 0.0％

41件 3件 3件 0件

100.0％ 6.5％ 4.3％ 0.0％

46件 3件 2件 0件

100.0％ 27.3％ 5.5％ 0.0％

55件 15件 3件 0件

100.0％ 22.2％ 8.9％ 0.0％

45件 10件 4件 0件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

ｎ

自治会の活
動

子ども会の
活動

老人クラブ
の活動

ＰＴＡの活
動

スポーツや
文化、芸術
に関する活

動

公民館など
の活動

全体 100.0％ 76.8％ 13.7％ 14.7％ 14.7％ 15.3％ 9.5％

190件 146件 26件 28件 28件 29件 18件

100.0％ 75.0％ 15.0％ 13.3％ 18.3％ 15.8％ 9.2％

120件 90件 18件 16件 22件 19件 11件

100.0％ 78.8％ 12.1％ 24.2％ 6.1％ 9.1％ 12.1％

33件 26件 4件 8件 2件 3件 4件

100.0％ 82.4％ 11.8％ 11.8％ 11.8％ 20.6％ 8.8％

34件 28件 4件 4件 4件 7件 3件

ｎ
ボランティ
ア活動

その他 無回答

全体 100.0％ 16.3％ 6.3％ 0.0％

190件 31件 12件 0件

100.0％ 13.3％ 7.5％ 0.0％

120件 16件 9件 0件

100.0％ 30.3％ 6.1％ 0.0％

33件 10件 2件 0件

100.0％ 11.8％ 2.9％ 0.0％

34件 4件 1件 0件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

参加している活動内容について、回答者の年齢別にみると、「自治会の活動」の他に、30歳～49歳

では、「子ども会の活動」、「ＰＴＡの活動」、75歳以上では「老人クラブ」に参加しているという回答

が半数前後と多くなっています。

「ボランティア活動」は65歳以上、「公民館などの活動」は75歳以上で参加している割合が高く

なっています。

居住地区別にみると、昭和地区では「ボランティア活動」に参加していると回答する割合が30.3％

と、他の地区よりも高くなっています。
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31.3％

5.6％

18.1％

17.5％

0.2％

17.9％

13.7％

11.9％

16.9％

8.7％

0% 10% 20% 30% 40%

勤務などの都合で機会がない

参加方法がわからない

時間がない

興味がない

家族の理解が得られない

体調がすぐれない

知り合いがいない

わずらわしい

その他

無回答

（ｎ＝504件）

③活動に参加していない理由

◆問20で「２」または「３」を選んだ方にお伺いします。

問22 現在、活動に参加していない理由は何ですか。（○はいくつでも）

地域活動に参加したことがない回答者に、参加していない理由を聞いたところ、「勤務などの都合

で機会がない」が31.3％でもっとも多くなっています。
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ｎ

勤務などの
都合で機会
がない

参加方法が
わからない

時間がない 興味がない 家族の理解
が得られな

い

体調がすぐ
れない

全体 100.0％ 31.3％ 5.6％ 18.1％ 17.5％ 0.2％ 17.9％

504件 158件 28件 91件 88件 1件 90件

100.0％ 51.2％ 14.6％ 34.1％ 19.5％ 0.0％ 2.4％

41件 21件 6件 14件 8件 0件 1件

100.0％ 47.6％ 4.9％ 29.3％ 32.9％ 0.0％ 3.7％

82件 39件 4件 24件 27件 0件 3件

100.0％ 53.9％ 4.7％ 20.3％ 16.4％ 0.0％ 12.5％

128件 69件 6件 26件 21件 0件 16件

100.0％ 22.4％ 6.9％ 13.8％ 14.7％ 0.9％ 19.8％

116件 26件 8件 16件 17件 1件 23件

100.0％ 2.2％ 2.9％ 8.1％ 11.0％ 0.0％ 33.8％

136件 3件 4件 11件 15件 0件 46件

ｎ
知り合いが
いない

わずらわし
い

その他 無回答

全体 100.0％ 13.7％ 11.9％ 16.9％ 8.7％

504件 69件 60件 85件 44件

100.0％ 34.1％ 7.3％ 4.9％ 0.0％

41件 14件 3件 2件 0件

100.0％ 19.5％ 14.6％ 12.2％ 4.9％

82件 16件 12件 10件 4件

100.0％ 12.5％ 14.8％ 15.6％ 4.7％

128件 16件 19件 20件 6件

100.0％ 10.3％ 12.9％ 20.7％ 10.3％

116件 12件 15件 24件 12件

100.0％ 8.1％ 7.4％ 21.3％ 16.2％

136件 11件 10件 29件 22件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域活動に参加していない理由について、回答者の年齢別にみると、65歳未満の年齢層では半数前

後が「勤務などの都合で機会がない」と回答しています。

年齢が下がるにつれて「時間がない」、「知り合いがいない」と回答する割合が高くなり、年齢が上

がるにつれて「体調がすぐれない」と回答する割合が高くなっています。

30歳～49歳では「興味がない」という回答が他の年齢層よりも高い割合となっています。
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29.3％

28.8％

49.7％

22.6％

19.8％

18.7％

33.0％

32.6％

46.6％

7.1％

1.6％

3.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域を元気にする活動

子育てを支援する活動

高齢者を支援する活動

障がいのある方を支援する活動

児童の健全育成の活動

特技や趣味を活かした交流活動

周辺環境を整備する活動

地域の安全を守る活動

災害時の支援などの活動

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

２）今後必要な地域活動

問23 あなたは潟上市に、今後どのような地域活動が必要だと思いますか。（○はいくつでも）

今後どのような地域活動が必要だと思うかを聞いたところ、「高齢者を支援する活動」が49.7％で

もっとも多く、ついで「災害時の支援などの活動」が46.6％となっています。

その他に、「周辺環境を整備する活動」（33.0％）、「地域の安全を守る活動」（32.6％）、「地域を元

気にする活動」（29.3％）、「子育てを支援する活動」（28.8％）なども３割前後があげています。
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ｎ

地域を元気
にする活動

子育てを支
援する活動

高齢者を支
援する活動

障がいのあ
る方を支援
する活動

児童の健全
育成の活動

特技や趣味
を活かした
交流活動

全体 100.0％ 29.3％ 28.8％ 49.7％ 22.6％ 19.8％ 18.7％

702件 206件 202件 349件 159件 139件 131件

100.0％ 27.9％ 41.9％ 41.9％ 20.9％ 30.2％ 14.0％

43件 12件 18件 18件 9件 13件 6件

100.0％ 18.7％ 46.3％ 35.0％ 24.4％ 35.8％ 18.7％

123件 23件 57件 43件 30件 44件 23件

100.0％ 26.6％ 28.2％ 53.7％ 27.1％ 12.4％ 18.1％

177件 47件 50件 95件 48件 22件 32件

100.0％ 34.9％ 25.6％ 53.5％ 25.6％ 18.6％ 24.4％

172件 60件 44件 92件 44件 32件 42件

100.0％ 34.8％ 17.9％ 54.3％ 15.2％ 15.2％ 15.2％

184件 64件 33件 100件 28件 28件 28件

ｎ

周辺環境を
整備する活

動

地域の安全
を守る活動

災害時の支
援などの活

動

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 33.0％ 32.6％ 46.6％ 7.1％ 1.6％ 3.3％

702件 232件 229件 327件 50件 11件 23件

100.0％ 27.9％ 30.2％ 34.9％ 9.3％ 0.0％ 0.0％

43件 12件 13件 15件 4件 0件 0件

100.0％ 39.0％ 41.5％ 47.2％ 8.1％ 3.3％ 0.0％

123件 48件 51件 58件 10件 4件 0件

100.0％ 38.4％ 31.1％ 54.8％ 4.5％ 1.7％ 3.4％

177件 68件 55件 97件 8件 3件 6件

100.0％ 30.2％ 37.8％ 45.9％ 4.1％ 1.2％ 2.9％

172件 52件 65件 79件 7件 2件 5件

100.0％ 27.7％ 24.5％ 41.8％ 11.4％ 1.1％ 6.0％

184件 51件 45件 77件 21件 2件 11件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

今後必要だと思う地域活動について、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても「高齢

者を支援する活動」という回答が多く、50歳以上の年齢層では半数を超えています。

50歳未満の年齢層では「子育てを支援する活動」、「児童の健全育成の活動」という回答が他の年齢

層よりも高い割合となっています。
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ｎ

地域を元気
にする活動

子育てを支
援する活動

高齢者を支
援する活動

障がいのあ
る方を支援
する活動

児童の健全
育成の活動

特技や趣味
を活かした
交流活動

全体 100.0％ 29.3％ 28.8％ 49.7％ 22.6％ 19.8％ 18.7％

702件 206件 202件 349件 159件 139件 131件

100.0％ 25.9％ 53.7％ 49.1％ 23.1％ 37.0％ 15.7％

108件 28件 58件 53件 25件 40件 17件

100.0％ 35.8％ 27.0％ 53.7％ 26.7％ 20.7％ 22.1％

285件 102件 77件 153件 76件 59件 63件

100.0％ 36.0％ 26.0％ 56.0％ 22.0％ 26.0％ 24.0％

50件 18件 13件 28件 11件 13件 12件

100.0％ 22.5％ 19.7％ 42.3％ 39.4％ 19.7％ 15.5％

71件 16件 14件 30件 28件 14件 11件

100.0％ 25.8％ 24.2％ 46.3％ 17.6％ 14.8％ 17.2％

244件 63件 59件 113件 43件 36件 42件

ｎ

周辺環境を
整備する活

動

地域の安全
を守る活動

災害時の支
援などの活

動

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 33.0％ 32.6％ 46.6％ 7.1％ 1.6％ 3.3％

702件 232件 229件 327件 50件 11件 23件

100.0％ 36.1％ 38.0％ 44.4％ 7.4％ 0.0％ 0.9％
108件 39件 41件 48件 8件 0件 1件

100.0％ 34.7％ 34.7％ 48.4％ 6.3％ 1.1％ 2.8％
285件 99件 99件 138件 18件 3件 8件

100.0％ 30.0％ 20.0％ 44.0％ 6.0％ 0.0％ 8.0％
50件 15件 10件 22件 3件 0件 4件

100.0％ 28.2％ 32.4％ 46.5％ 2.8％ 2.8％ 1.4％
71件 20件 23件 33件 2件 2件 1件

100.0％ 31.6％ 30.3％ 47.1％ 8.6％ 2.5％ 2.9％
244件 77件 74件 115件 21件 6件 7件

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

ｎ

地域を元気
にする活動

子育てを支
援する活動

高齢者を支
援する活動

障がいのあ
る方を支援
する活動

児童の健全
育成の活動

特技や趣味
を活かした
交流活動

全体 100.0％ 29.3％ 28.8％ 49.7％ 22.6％ 19.8％ 18.7％

702件 206件 202件 349件 159件 139件 131件

100.0％ 28.1％ 27.7％ 50.0％ 23.1％ 18.8％ 17.7％

480件 135件 133件 240件 111件 90件 85件

100.0％ 35.4％ 35.4％ 56.7％ 26.0％ 22.0％ 21.3％

127件 45件 45件 72件 33件 28件 27件

100.0％ 29.9％ 27.6％ 39.1％ 17.2％ 24.1％ 20.7％

87件 26件 24件 34件 15件 21件 18件

ｎ

周辺環境を
整備する活

動

地域の安全
を守る活動

災害時の支
援などの活

動

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 33.0％ 32.6％ 46.6％ 7.1％ 1.6％ 3.3％

702件 232件 229件 327件 50件 11件 23件

100.0％ 34.8％ 33.5％ 46.7％ 6.3％ 1.9％ 2.9％

480件 167件 161件 224件 30件 9件 14件

100.0％ 30.7％ 35.4％ 51.2％ 6.3％ 0.8％ 1.6％

127件 39件 45件 65件 8件 1件 2件

100.0％ 27.6％ 25.3％ 40.2％ 13.8％ 1.1％ 5.7％

87件 24件 22件 35件 12件 1件 5件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

今後必要だと思う地域活動について、居住地区別にみると、昭和地区では「高齢者を支援する活動」、

「地域を元気にする活動」、「子育てを支援する活動」と回答する割合が他の地区よりもやや高くなっ

ています。

同居者の状況別にみると、いずれの世帯においても「高齢者を支援する活動」、「災害時の支援など

の活動」という回答が多くなっていますが、子どものいる方の世帯では「子育てを支援する活動」、

障がいのある方がいる世帯では「障がいのある方を支援する活動」と回答する割合が他の世帯よりも

高くなっています。
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ｎ

地域を元気
にする活動

子育てを支
援する活動

高齢者を支
援する活動

障がいのあ
る方を支援
する活動

児童の健全
育成の活動

特技や趣味
を活かした
交流活動

全体 100.0％ 29.3％ 28.8％ 49.7％ 22.6％ 19.8％ 18.7％

702件 206件 202件 349件 159件 139件 131件

100.0％ 31.4％ 29.8％ 48.8％ 20.6％ 20.9％ 17.4％

373件 117件 111件 182件 77件 78件 65件

100.0％ 26.8％ 34.3％ 58.1％ 30.8％ 22.7％ 19.7％

198件 53件 68件 115件 61件 45件 39件

100.0％ 28.4％ 19.8％ 43.1％ 18.1％ 12.9％ 23.3％

116件 33件 23件 50件 21件 15件 27件

ｎ

周辺環境を
整備する活

動

地域の安全
を守る活動

災害時の支
援などの活

動

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 33.0％ 32.6％ 46.6％ 7.1％ 1.6％ 3.3％

702件 232件 229件 327件 50件 11件 23件

100.0％ 30.6％ 32.7％ 45.8％ 8.3％ 1.1％ 2.7％

373件 114件 122件 171件 31件 4件 10件

100.0％ 39.4％ 33.3％ 49.5％ 3.5％ 1.5％ 1.5％

198件 78件 66件 98件 7件 3件 3件

100.0％ 32.8％ 33.6％ 49.1％ 9.5％ 3.4％ 1.7％

116件 38件 39件 57件 11件 4件 2件

暮らしやすさ（整理）

“暮らしやすい”

“暮らしにくい”

わからない

暮らしやすさ（整理）

“暮らしやすい”

“暮らしにくい”

わからない

本市の暮らしやすさ別にみると、暮らしにくいという人では、暮らしやすいという人よりも「周辺

環境を整備する活動」、「障がいのある方を支援する活動」と回答する割合が高くなっています。
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24.6％

26.8％

25.2％

20.4％

24.1％

28.9％

46.2％

7.4％

16.8％

8.5％

2.7％

6.0％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う

ボランティアリーダーや福祉活動にかかわる人を育成する

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する

困っている人が、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする

会議やボランティア活動の方法などに関する研修を行う

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

３）助け合い支え合い活動に重要なこと

問24 地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重要だと思

いますか。（○はいくつでも）

地域における助け合い、支え合い活動を活発にするために重要なこととしては、「困っている人が、

助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」が46.2％でもっとも多くなっています。
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ｎ

地域におけ
る福祉活動
の意義と重
要性をもっ
とＰＲする

地域でボラ
ンティアな
どの活動の
拠点となる
場を整備す

る

地域におけ
る福祉活動
の活動費・
運営費など
の資金的な
援助を行う

ボランティ
アリーダー
や福祉活動
にかかわる
人を育成す

る

福祉活動の
相談・指導
を担当する
専門職員の
充実を図る

困っている
人と、支援
できる人と
の調整を図
る人材を育
成する

全体 100.0％ 24.6％ 26.8％ 25.2％ 20.4％ 24.1％ 28.9％

702件 173件 188件 177件 143件 169件 203件

100.0％ 23.3％ 23.3％ 37.2％ 11.6％ 14.0％ 30.2％

43件 10件 10件 16件 5件 6件 13件

100.0％ 20.3％ 22.8％ 26.0％ 14.6％ 22.0％ 34.1％

123件 25件 28件 32件 18件 27件 42件

100.0％ 22.0％ 30.5％ 27.1％ 22.0％ 26.0％ 28.8％

177件 39件 54件 48件 39件 46件 51件

100.0％ 28.5％ 32.6％ 26.7％ 25.0％ 27.3％ 27.3％

172件 49件 56件 46件 43件 47件 47件

100.0％ 27.2％ 21.2％ 18.5％ 20.1％ 23.4％ 27.2％

184件 50件 39件 34件 37件 43件 50件

ｎ

困っている
人が、助け
合いの場や
組織につい
ての情報を
得やすくす

る

会議やボラ
ンティア活
動の方法な
どに関する
研修を行う

学校教育や
社会教育で
の福祉教育
を充実する

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 46.2％ 7.4％ 16.8％ 8.5％ 2.7％ 6.0％

702件 324件 52件 118件 60件 19件 42件

100.0％ 44.2％ 9.3％ 23.3％ 4.7％ 7.0％ 0.0％

43件 19件 4件 10件 2件 3件 0件

100.0％ 53.7％ 10.6％ 26.8％ 10.6％ 0.0％ 0.8％

123件 66件 13件 33件 13件 0件 1件

100.0％ 50.3％ 4.5％ 15.8％ 6.2％ 4.0％ 2.8％

177件 89件 8件 28件 11件 7件 5件

100.0％ 47.7％ 9.3％ 16.9％ 7.6％ 1.7％ 5.2％

172件 82件 16件 29件 13件 3件 9件

100.0％ 37.0％ 6.0％ 9.8％ 11.4％ 3.3％ 14.1％

184件 68件 11件 18件 21件 6件 26件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域の助け合い、支え合い活動に重要なことについて、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層

においても「困っている人が、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」という回答がも

っとも多く、30歳～49歳では53.7％と半数を超えています。

18歳～29歳では「地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う」と回答す

る割合が４割近くと、他の年齢層よりも高くなっています。

50歳未満の年齢層では「困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する」、50歳か

ら74歳の年齢層では「地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する」という回答も３

割を超えています。
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9.3％ 61.8％ 23.2％

2.4％

3.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

71.1％ 25.6％ 3.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

“関心がある” “関心がない” 無回答

（４）福祉について

１）福祉への関心

①関心の有無

問25 あなたは、「福祉」に関心をお持ちですか。（○は１つだけ）

福祉への関心の有無をみると、「とても関心がある」は9.3％と１割程度ですが、「ある程度関心が

ある」と61.8％をあわせると、71.1％が関心があるとしています。
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ｎ
“関心があ
る”

“関心がな
い”

無回答

全体 100.0％ 71.1％ 25.6％ 3.3％

702件 499件 180件 23件

100.0％ 71.8％ 25.2％ 3.0％

298件 214件 75件 9件

100.0％ 70.8％ 26.0％ 3.1％

384件 272件 100件 12件

100.0％ 75.0％ 25.0％ 0.0％

4件 3件 1件 0件

100.0％ 58.1％ 41.9％ 0.0％

43件 25件 18件 0件

100.0％ 65.9％ 33.3％ 0.8％

123件 81件 41件 1件

100.0％ 70.1％ 27.7％ 2.3％

177件 124件 49件 4件

100.0％ 80.2％ 16.3％ 3.5％

172件 138件 28件 6件

100.0％ 70.1％ 23.9％ 6.0％

184件 129件 44件 11件

100.0％ 81.5％ 18.5％ 0.0％
108件 88件 20件 0件

100.0％ 70.2％ 27.0％ 2.8％
285件 200件 77件 8件

100.0％ 72.0％ 22.0％ 6.0％
50件 36件 11件 3件

100.0％ 71.8％ 26.8％ 1.4％
71件 51件 19件 1件

100.0％ 68.0％ 27.5％ 4.5％
244件 166件 67件 11件

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

性別

男性

女性

回答しない

[属性別にみた回答傾向]

福祉への関心の有無について、回答者の属性別にみると、“関心がある”と回答する割合は、男女

で大きな差はみられませんが、65歳～74歳が80.2％でもっとも高く、年齢が下がるにつれて割合は

低くなっていますが、18歳～29歳でも６割近くが関心があるとしています。

子どものいる方の世帯では“関心がある”と回答する割合が81.5％と、他の世帯よりも高くなって

います。
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32.3％

26.1％

67.1％

48.1％

0.8％

1.8％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童福祉

障がい者福祉

高齢者福祉

地域福祉

その他

無回答

（ｎ＝499件）

ｎ
児童福祉 障がい者福

祉
高齢者福祉 地域福祉 その他 無回答

全体 100.0％ 32.3％ 26.1％ 67.1％ 48.1％ 0.8％ 1.8％

499件 161件 130件 335件 240件 4件 9件

100.0％ 52.0％ 24.0％ 36.0％ 52.0％ 4.0％ 0.0％

25件 13件 6件 9件 13件 1件 0件

100.0％ 60.5％ 18.5％ 59.3％ 44.4％ 0.0％ 0.0％

81件 49件 15件 48件 36件 0件 0件

100.0％ 36.3％ 30.6％ 67.7％ 43.5％ 0.8％ 0.8％

124件 45件 38件 84件 54件 1件 1件

100.0％ 23.9％ 31.2％ 67.4％ 56.5％ 0.7％ 1.4％

138件 33件 43件 93件 78件 1件 2件

100.0％ 16.3％ 21.7％ 76.7％ 45.0％ 0.8％ 4.7％

129件 21件 28件 99件 58件 1件 6件

100.0％ 32.8％ 26.1％ 68.1％ 46.7％ 1.2％ 1.7％

345件 113件 90件 235件 161件 4件 6件

100.0％ 33.3％ 34.4％ 67.8％ 52.2％ 0.0％ 1.1％

90件 30件 31件 61件 47件 0件 1件

100.0％ 28.8％ 15.3％ 59.3％ 50.8％ 0.0％ 1.7％

59件 17件 9件 35件 30件 0件 1件

居住地区

天王地区

昭和地区

飯田川地区

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

②関心のある福祉分野

◆問25で「１」または「２」を選んだ方にお伺いします。

問26 どの福祉分野に関心をお持ちですか。（○はいくつでも）

福祉に関心があるとした回答者に、関心のある福祉分野について聞いたところ、「高齢者福祉」が

67.1％でもっとも多く、ついで「地域福祉」が48.1％で、「児童福祉」（32.3％）と「障がい福祉」

（26.1％）などは３割前後となっています。

[属性別にみた回答傾向]

属性別にみると、年齢が上がるにつれて、「高齢者福祉」への関心が高くなり、50歳未満の年齢層

では「児童福祉」に関心があるという回答が半数を超えています。

「地域福祉」に関心があるという回答は、いずれの年齢層においても４割を超えており、特に65

歳～74歳が56.5％、18歳～29歳が52.0％と高くなっています。

いずれの地区においても、「高齢者福祉」についで「地域福祉」に関心があると回答する割合が半

数前後で高くなっています。
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83.5％

10.4％

12.8％

23.4％

8.5％

17.4％

16.5％

4.8％

1.3％

5.1％

2.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市の広報紙（広報かたがみ）

公共施設の掲示やパンフレットなど

自治会の回覧板

新聞、テレビなど

福祉団体の広報紙

インターネット、ＳＮＳなど

口コミ（知人から聞いた）

福祉関連の相談窓口

その他

特に情報は得ていない

無回答

（ｎ＝702件）

２）福祉に関する情報の入手状況

①入手経路

問27 あなたが市の福祉に関する情報を得る、主な手段はどれですか。（○はいくつでも）

福祉に関する情報の入手経路は、「市の広報紙」が83.5％と圧倒的に多く、「新聞、テレビなど」

（23.4％）、「インターネット、ＳＮＳなど」（17.4％）、「口コミ」（16.5％）などが２割前後となって

います。
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ｎ

市の広報紙 公共施設の
掲示やパン
フレットな

ど

自治会の回
覧板

新聞、テレ
ビなど

福祉団体の
広報紙

インター
ネット、Ｓ
ＮＳなど

全体 100.0％ 83.5％ 10.4％ 12.8％ 23.4％ 8.5％ 17.4％

702件 586件 73件 90件 164件 60件 122件

100.0％ 67.4％ 9.3％ 0.0％ 16.3％ 9.3％ 39.5％

43件 29件 4件 0件 7件 4件 17件

100.0％ 83.7％ 11.4％ 5.7％ 21.1％ 2.4％ 39.8％

123件 103件 14件 7件 26件 3件 49件

100.0％ 88.1％ 8.5％ 7.9％ 15.8％ 6.2％ 16.4％

177件 156件 15件 14件 28件 11件 29件

100.0％ 87.8％ 14.5％ 20.3％ 30.2％ 10.5％ 9.9％

172件 151件 25件 35件 52件 18件 17件

100.0％ 78.8％ 8.2％ 17.9％ 26.6％ 12.5％ 5.4％

184件 145件 15件 33件 49件 23件 10件

ｎ
口コミ 福祉関連の

相談窓口
その他 特に情報は

得ていない
無回答

全体 100.0％ 16.5％ 4.8％ 1.3％ 5.1％ 2.4％

702件 116件 34件 9件 36件 17件

100.0％ 9.3％ 4.7％ 2.3％ 14.0％ 0.0％

43件 4件 2件 1件 6件 0件

100.0％ 23.6％ 4.1％ 1.6％ 5.7％ 0.8％

123件 29件 5件 2件 7件 1件

100.0％ 16.9％ 5.6％ 1.7％ 4.5％ 2.3％

177件 30件 10件 3件 8件 4件

100.0％ 17.4％ 5.8％ 1.2％ 2.3％ 2.3％

172件 30件 10件 2件 4件 4件

100.0％ 12.5％ 3.3％ 0.5％ 6.0％ 3.8％

184件 23件 6件 1件 11件 7件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

福祉情報の入手経路について、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても「市の広報紙」

という回答が突出して多く、18歳～29歳の若い世代においても、７割近くが入手経路としています。

年齢が下がるにつれて、「インターネット、ＳＮＳなど」と回答する割合が高くなっています。



59

ｎ

十分入手で
きている

十分ではな
いが、入手
できている

ほとんど入
手できてい
ない

今のところ
情報を得る
必要がない

無回答

全体 100.0％ 3.1％ 41.2％ 37.2％ 15.4％ 3.1％

702件 22件 289件 261件 108件 22件

100.0％ 3.4％ 43.3％ 36.7％ 15.4％ 1.2％

586件 20件 254件 215件 90件 7件

100.0％ 5.5％ 54.8％ 26.0％ 13.7％ 0.0％

73件 4件 40件 19件 10件 0件

100.0％ 2.2％ 58.9％ 30.0％ 7.8％ 1.1％

90件 2件 53件 27件 7件 1件

100.0％ 1.8％ 45.1％ 37.2％ 14.0％ 1.8％

164件 3件 74件 61件 23件 3件

100.0％ 3.3％ 63.3％ 21.7％ 11.7％ 0.0％

60件 2件 38件 13件 7件 0件

100.0％ 4.1％ 55.7％ 27.0％ 11.5％ 1.6％

122件 5件 68件 33件 14件 2件

100.0％ 4.3％ 38.8％ 42.2％ 13.8％ 0.9％

116件 5件 45件 49件 16件 1件

100.0％ 5.9％ 64.7％ 8.8％ 20.6％ 0.0％

34件 2件 22件 3件 7件 0件

100.0％ 11.1％ 33.3％ 44.4％ 11.1％ 0.0％

9件 1件 3件 4件 1件 0件

100.0％ 0.0％ 11.1％ 50.0％ 36.1％ 2.8％

36件 0件 4件 18件 13件 1件

インターネット、ＳＮＳなど

口コミ（知人から聞いた）

福祉関連の相談窓口

その他

特に情報は得ていない

福祉情報の入手経路

市の広報紙（広報かたがみ）

公共施設の掲示やパンフレットなど

自治会の回覧板

新聞、テレビなど

福祉団体の広報紙

3.1％

41.2％ 37.2％ 15.4％ 3.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

十分入手できている 十分ではないが、入手できている ほとんど入手できていない

今のところ情報を得る必要がない 無回答

②福祉サービス情報の入手程度

問28 あなたは自分に必要な福祉サービスの情報を、どの程度入手できているとお考えですか。

（○は１つだけ）

自分に必要な福祉サービスの情報をどの程度入手できているかを聞いたところ、「十分入手できて

いる」という回答はわずか3.1％でした。

「十分ではないが、入手できている」が41.2％でもっとも多くなっていますが、「ほとんど入手で

きてい」という回答も37.2％と４割近くを占めています。

[属性別にみた回答傾向]

福祉情報の入手経路別にみると、入手できている（「十分入手できている」+「十分ではないが、入

手できている」という回答は、「市の広報紙」（46.7％）よりも、「福祉関連の相談窓口」（70.6％）、

「福祉団体の広報紙」（66.6％）、「自治会の回覧板」（61.1％）、「公共施設の掲示やパンフレットなど」

（60.3％）、「インターネット」（59.8％）などの方が割合が高くなっています。
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3.0％

26.2％

46.9％

10.4％

0.9％

8.5％

4.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

行政が責任を果たすべきであり、市民はそれほど協力することはない

行政が責任を果たすべきだが、手の届かない部分は
市民が協力するべきである

市民も行政も協力し合い、ともに取り組むべきである

家庭や地域をはじめ市民同士で助け合い、手の届かない部分は
行政が行うべきである

その他

わからない

無回答

（ｎ＝702件）

３）福祉サービスの提供のあり方

問29 福祉サービスを提供していくうえで、市民と行政との関係はどうあるべきだと考えますか。

（○は１つだけ）

福祉サービスの提供のあり方について聞いたところ、「市民も行政も協力し合い、ともに取り組む

べきである」が46.9％でもっとも多く、ついで「行政が責任を果たすべきだが、手の届かない部分は

市民が協力するべきである」が26.2％となっており、市民と行政がともに取り組んでいくという考え

方が多数を占めています。
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32.3％

15.5％

22.5％

31.1％

34.2％

30.8％

23.2％

29.5％

23.6％

35.6％

31.9％

43.2％

17.9％

13.2％

1.9％

3.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

隣近所など、周囲の理解や協力による見守りなどの支援を行う

地域活動やボランティア活動への援助を充実させる

高齢者や障がいのある方が地域で活動できる機会をつくる

人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる

健康や福祉についての情報提供を充実させる

住民がお互いに支え合い助け合えるまちづくりをすすめる

健康づくりや生きがいづくりがさかんなまちづくりをすすめる

自宅での生活を支援する在宅福祉サービスを充実させる

高齢者・障がい者・児童等の施設サービスを充実させる

安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる

手当など金銭的な援助を充実させる

交通の利便性の確保をすすめる

道路の段差解消など、バリアフリー化をすすめる

判断力が衰えたり権利が侵害されたりするおそれがあるときに、
財産や権利を保護し、支援を行う

その他

無回答

（ｎ＝702件）

４）福祉のあり方

問30 あなたは潟上市で生涯を安心して暮らしていくためには、どのような福祉のあり方が大切

だと思いますか。（○はいくつでも）

安心して暮らしていくために必要な福祉のあり方について聞いたところ、「交通の利便性の確保を

すすめる」が43.2％でもっとも多く、その他にも「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充

実させる」など３割を超える回答が６項目ありました。
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ｎ

隣近所な
ど、周囲の
理解や協力
による見守
りなどの支
援を行う

地域活動や
ボランティ
ア活動への
援助を充実
させる

高齢者や障
がいのある
方が地域で
活動できる
機会をつく

る

人が集ま
り、気軽に
相談できる
場を充実さ
せる

健康や福祉
についての
情報提供を
充実させる

住民がお互
いに支え合
い助け合え
るまちづく
りをすすめ

る

全体 100.0％ 32.3％ 15.5％ 22.5％ 31.1％ 34.2％ 30.8％

702件 227件 109件 158件 218件 240件 216件

100.0％ 25.6％ 9.3％ 16.3％ 34.9％ 20.9％ 30.2％

43件 11件 4件 7件 15件 9件 13件

100.0％ 30.9％ 17.9％ 25.2％ 28.5％ 32.5％ 26.8％

123件 38件 22件 31件 35件 40件 33件

100.0％ 29.9％ 16.4％ 22.0％ 29.9％ 42.9％ 27.7％

177件 53件 29件 39件 53件 76件 49件

100.0％ 32.0％ 13.4％ 23.8％ 31.4％ 32.0％ 32.6％

172件 55件 23件 41件 54件 55件 56件

100.0％ 38.0％ 16.8％ 21.7％ 32.1％ 32.1％ 34.2％

184件 70件 31件 40件 59件 59件 63件

ｎ

健康づくり
や生きがい
づくりがさ
かんなまち
づくりをす
すめる

自宅での生
活を支援す
る在宅福祉
サービスを
充実させる

高齢者・障
がい者・児
童等の施設
サービスを
充実させる

安心して子
どもを生み
育てられる
子育て環境
を充実させ

る

手当など金
銭的な援助
を充実させ

る

交通の利便
性の確保を
すすめる

全体 100.0％ 23.2％ 29.5％ 23.6％ 35.6％ 31.9％ 43.2％

702件 163件 207件 166件 250件 224件 303件

100.0％ 27.9％ 18.6％ 20.9％ 39.5％ 41.9％ 44.2％

43件 12件 8件 9件 17件 18件 19件

100.0％ 19.5％ 26.8％ 30.9％ 52.0％ 54.5％ 51.2％

123件 24件 33件 38件 64件 67件 63件

100.0％ 24.3％ 31.1％ 25.4％ 36.2％ 39.0％ 48.6％

177件 43件 55件 45件 64件 69件 86件

100.0％ 25.0％ 31.4％ 24.4％ 30.2％ 23.3％ 43.6％

172件 43件 54件 42件 52件 40件 75件

100.0％ 21.7％ 29.9％ 17.4％ 28.8％ 15.8％ 32.1％

184件 40件 55件 32件 53件 29件 59件

ｎ

道路の段差
解消など、
バリアフ
リー化をす
すめる

判断力が衰
えたり権利
が侵害され
たりするお
それがある
ときに、財
産や権利を
保護し、支
援を行う

その他 無回答

全体 100.0％ 17.9％ 13.2％ 1.9％ 3.4％

702件 126件 93件 13件 24件

100.0％ 16.3％ 14.0％ 2.3％ 2.3％

43件 7件 6件 1件 1件

100.0％ 23.6％ 14.6％ 2.4％ 0.8％

123件 29件 18件 3件 1件

100.0％ 17.5％ 15.3％ 1.1％ 2.3％

177件 31件 27件 2件 4件

100.0％ 17.4％ 11.6％ 0.6％ 4.1％

172件 30件 20件 1件 7件

100.0％ 15.8％ 11.4％ 3.3％ 6.0％

184件 29件 21件 6件 11件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

安心して暮らしていくための福祉のあり方について、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層に

おいても「交通の利便性の確保をすすめる」という回答が多く、30歳から64歳の年齢層で割合が高

なっています。

30歳～49歳では、他の年齢層よりも「手当など金銭的な援助を充実させる」（54.5％）、「安心して

子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」（52.0％）と回答する割合が高くなっています。
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37.2％

16.1％

28.9％

37.0％

27.9％

35.5％

18.8％

13.1％

1.6％

6.6％

3.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康づくりのための情報の提供

健康づくりのための仲間・グループづくりの支援

健康づくりのための場所の提供

気軽に参加できる講習会や健康教室の開催

心や体の悩みを相談できる窓口の充実

健康診断、がん検診等の充実

地域に密着した健康づくり活動

保健師等の訪問の充実

その他

特にない

無回答

（ｎ＝702件）

（５）市の福祉施策の取り組みについて

１）健康づくりのための保健事業

問31 健康づくりのために、どのような保健事業が必要だと思いますか。（○はいくつでも）

健康づくりのために必要な保健事業としては、「健康づくりのための情報の提供」（37.2％）、「気軽

に参加できる講習会や健康教室の開催」（37.0％）、「健康診断、がん検診等の充実」（35.5％）などが

３割を超え多くなっています。

また、「健康づくりのための場所の提供」（28.9％）、「心や体の悩みを相談できる窓口の充実」

（27.9％）なども３割近くがあげています。
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ｎ

健康づくり
のための情
報の提供

健康づくり
のための仲
間・グルー
プづくりの
支援

健康づくり
のための場
所の提供

気軽に参加
できる講習
会や健康教
室の開催

心や体の悩
みを相談で
きる窓口の
充実

健康診断、
がん検診等
の充実

全体 100.0％ 37.2％ 16.1％ 28.9％ 37.0％ 27.9％ 35.5％

702件 261件 113件 203件 260件 196件 249件

100.0％ 34.9％ 18.6％ 37.2％ 20.9％ 32.6％ 51.2％

43件 15件 8件 16件 9件 14件 22件

100.0％ 39.0％ 17.1％ 36.6％ 32.5％ 34.1％ 48.0％

123件 48件 21件 45件 40件 42件 59件

100.0％ 39.5％ 12.4％ 29.9％ 39.0％ 35.0％ 42.4％

177件 70件 22件 53件 69件 62件 75件

100.0％ 36.6％ 16.9％ 29.7％ 43.6％ 25.6％ 26.7％

172件 63件 29件 51件 75件 44件 46件

100.0％ 35.3％ 17.4％ 20.7％ 35.3％ 18.5％ 24.5％

184件 65件 32件 38件 65件 34件 45件

ｎ

地域に密着
した健康づ
くり活動

保健師等の
訪問の充実

その他 特にない 無回答

全体 100.0％ 18.8％ 13.1％ 1.6％ 6.6％ 3.8％

702件 132件 92件 11件 46件 27件

100.0％ 11.6％ 7.0％ 2.3％ 4.7％ 4.7％

43件 5件 3件 1件 2件 2件

100.0％ 17.1％ 10.6％ 1.6％ 8.1％ 0.8％

123件 21件 13件 2件 10件 1件

100.0％ 16.9％ 13.0％ 2.8％ 4.5％ 1.1％

177件 30件 23件 5件 8件 2件

100.0％ 20.9％ 14.5％ 0.6％ 7.0％ 4.1％

172件 36件 25件 1件 12件 7件

100.0％ 20.7％ 15.2％ 1.1％ 7.6％ 8.2％

184件 38件 28件 2件 14件 15件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

健康づくりに必要な保健福祉について、回答者の年齢別にみると、65歳以上の年齢層では「健康づ

くりのための情報の提供」や「気軽に参加できる講習会や健康教室の開催」という回答が多くなって

いますが、年齢が下がるにつれて「健康診断、がん検診等の充実」と回答する割合が高くなり、18歳

～29歳では51.2％と半数を超えています。
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38.0％

26.6％

47.2％

25.8％

26.9％

23.8％

21.2％

15.0％

23.6％

32.3％

8.4％

3.6％

7.0％

9.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

延長保育や低年齢児保育等、保育サービスを充実する

妊娠・出産・子育てについての不安や悩みを相談できるような窓口を充実する

出産や子育てに対する経済的な負担を軽減する

家事・育児などを男女が協力して行う意識づくりを推進する

育児休業制度や労働時間の短縮等を普及する

子どもや妊産婦への健診などの保健事業や医療サービスを充実する

子どもが健全に育つための体験学習や地域活動などを充実する

子どもが健やかに育つための食の相談・教育を充実する

子どもが健やかに育つような住環境の整備を推進する

子どもづれでも安全で活動しやすい、ひとにやさしいまちづくりを推進する

ボランティアの育成など民間活動を支援する

その他

特にない

無回答

（ｎ＝702件）

２）子どもを生み育てるための支援

問32 あなたは安心して子どもを健やかに生み育てていくためには、どのようなことが必要だと

思いますか。（○はいくつでも）

安心して子どもを健やかに生み育てるために必要な支援としては、「出産や子育てに対する経済的

な負担を軽減する」が47.2％でもっとも多く、ついで「延長保育や低年齢児保育等、保育サービスを

充実する」（38.0％）、「子どもづれでも安全で活動しやすい、ひとにやさしいまちづくりを推進する」

（32.3％）などが３割を超えています。
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ｎ

延長保育や
低年齢児保
育等、保育
サービスを
充実する

妊娠・出
産・子育て
についての
不安や悩み
を相談でき
るような窓
口を充実す

る

出産や子育
てに対する
経済的な負
担を軽減す

る

家事・育児
などを男女
が協力して
行う意識づ
くりを推進
する

育児休業制
度や労働時
間の短縮等
を普及する

子どもや妊
産婦への健
診などの保
健事業や医
療サービス
を充実する

全体 100.0％ 38.0％ 26.6％ 47.2％ 25.8％ 26.9％ 23.8％

702件 267件 187件 331件 181件 189件 167件

100.0％ 41.9％ 25.6％ 60.5％ 30.2％ 39.5％ 32.6％

43件 18件 11件 26件 13件 17件 14件

100.0％ 41.5％ 26.8％ 65.9％ 29.3％ 37.4％ 28.5％

123件 51件 33件 81件 36件 46件 35件

100.0％ 45.2％ 30.5％ 48.0％ 26.6％ 29.9％ 26.6％

177件 80件 54件 85件 47件 53件 47件

100.0％ 41.3％ 32.0％ 47.7％ 28.5％ 26.7％ 25.0％

172件 71件 55件 82件 49件 46件 43件

100.0％ 25.5％ 18.5％ 31.0％ 19.6％ 14.7％ 15.2％

184件 47件 34件 57件 36件 27件 28件

ｎ

子どもが健
全に育つた
めの体験学
習や地域活
動などを充
実する

子どもが健
やかに育つ
ための食の
相談・教育
を充実する

子どもが健
やかに育つ
ような住環
境の整備を
推進する

子どもづれ
でも安全で
活動しやす
い、ひとに
やさしいま
ちづくりを
推進する

ボランティ
アの育成な
ど民間活動
を支援する

その他

全体 100.0％ 21.2％ 15.0％ 23.6％ 32.3％ 8.4％ 3.6％

702件 149件 105件 166件 227件 59件 25件

100.0％ 20.9％ 20.9％ 23.3％ 27.9％ 4.7％ 4.7％

43件 9件 9件 10件 12件 2件 2件

100.0％ 30.1％ 17.9％ 36.6％ 33.3％ 10.6％ 4.1％

123件 37件 22件 45件 41件 13件 5件

100.0％ 21.5％ 14.7％ 22.6％ 30.5％ 6.8％ 4.0％

177件 38件 26件 40件 54件 12件 7件

100.0％ 19.8％ 14.5％ 18.6％ 39.0％ 8.7％ 2.9％

172件 34件 25件 32件 67件 15件 5件

100.0％ 16.8％ 12.0％ 20.1％ 28.3％ 9.2％ 3.3％

184件 31件 22件 37件 52件 17件 6件

ｎ
特にない 無回答

全体 100.0％ 7.0％ 9.3％

702件 49件 65件

100.0％ 4.7％ 2.3％

43件 2件 1件

100.0％ 4.1％ 0.0％

123件 5件 0件

100.0％ 6.8％ 2.3％

177件 12件 4件

100.0％ 7.6％ 7.6％

172件 13件 13件

100.0％ 9.2％ 25.0％

184件 17件 46件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

安心して子どもを健やかに生み育てるために必要な支援について、回答者の年齢別にみると、いず

れの年齢層においても「出産や子育てに対する経済的な負担を軽減する」という回答がもっとも多く、

おおむね年齢が下がるにつれて割合が高くなっています。
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ｎ

延長保育や
低年齢児保
育等、保育
サービスを
充実する

妊娠・出
産・子育て
についての
不安や悩み
を相談でき
るような窓
口を充実す

る

出産や子育
てに対する
経済的な負
担を軽減す

る

家事・育児
などを男女
が協力して
行う意識づ
くりを推進
する

育児休業制
度や労働時
間の短縮等
を普及する

子どもや妊
産婦への健
診などの保
健事業や医
療サービス
を充実する

全体 100.0％ 38.0％ 26.6％ 47.2％ 25.8％ 26.9％ 23.8％

702件 267件 187件 331件 181件 189件 167件

100.0％ 44.4％ 21.3％ 60.2％ 25.0％ 34.3％ 26.9％

108件 48件 23件 65件 27件 37件 29件

100.0％ 39.6％ 28.8％ 47.7％ 27.0％ 26.0％ 24.6％

285件 113件 82件 136件 77件 74件 70件

100.0％ 26.0％ 26.0％ 36.0％ 34.0％ 26.0％ 32.0％

50件 13件 13件 18件 17件 13件 16件

100.0％ 35.2％ 22.5％ 39.4％ 25.4％ 15.5％ 19.7％

71件 25件 16件 28件 18件 11件 14件

100.0％ 36.1％ 27.0％ 46.7％ 26.6％ 27.0％ 23.4％

244件 88件 66件 114件 65件 66件 57件

ｎ

子どもが健
全に育つた
めの体験学
習や地域活
動などを充
実する

子どもが健
やかに育つ
ための食の
相談・教育
を充実する

子どもが健
やかに育つ
ような住環
境の整備を
推進する

子どもづれ
でも安全で
活動しやす
い、ひとに
やさしいま
ちづくりを
推進する

ボランティ
アの育成な
ど民間活動
を支援する

その他

全体 100.0％ 21.2％ 15.0％ 23.6％ 32.3％ 8.4％ 3.6％

702件 149件 105件 166件 227件 59件 25件

100.0％ 31.5％ 15.7％ 33.3％ 37.0％ 9.3％ 1.9％

108件 34件 17件 36件 40件 10件 2件

100.0％ 22.1％ 14.7％ 25.3％ 35.4％ 8.8％ 4.2％

285件 63件 42件 72件 101件 25件 12件

100.0％ 10.0％ 14.0％ 26.0％ 38.0％ 8.0％ 4.0％

50件 5件 7件 13件 19件 4件 2件

100.0％ 11.3％ 12.7％ 25.4％ 39.4％ 7.0％ 12.7％

71件 8件 9件 18件 28件 5件 9件

100.0％ 18.9％ 15.6％ 19.7％ 27.5％ 6.6％ 2.9％

244件 46件 38件 48件 67件 16件 7件

ｎ
特にない 無回答

全体 100.0％ 7.0％ 9.3％

702件 49件 65件

100.0％ 1.9％ 5.6％

108件 2件 6件

100.0％ 7.4％ 7.7％

285件 21件 22件

100.0％ 6.0％ 12.0％

50件 3件 6件

100.0％ 5.6％ 8.5％

71件 4件 6件

100.0％ 8.6％ 9.0％

244件 21件 22件

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

安心して子どもを健やかに生み育てるために必要な支援について、同居者の状況別にみると、子ど

ものいる世帯では「出産や子育てに対する経済的な負担を軽減する」と回答する割合が60.2％と、他

の世帯よりも高くなっています。



68

34.5％

22.6％

37.5％

23.9％

31.1％

31.8％

19.5％

12.8％

26.4％

10.4％

52.8％

25.1％

1.3％

4.0％

3.8％

0% 20% 40% 60% 80%

健康教室、健康相談、健康診断等の保健事業や医療体制を充実する

保健・福祉関係の相談窓口を充実する

在宅福祉サービスを充実する

生きがいづくりを推進する

高齢者が働く場所を確保する

老人ホームなどの入所できる施設を整備する

道路の段差解消や公共的な建物へのエレベーターの設置など、
ひとにやさしいまちづくりを推進する

世代間の交流・相互理解を促進する

高齢者向け住宅の整備や住宅改造を支援する

ボランティアの育成など民間活動を支援する

一人でも安心して暮らせる環境を整備する

認知症に対する理解を深めるための情報を提供する

その他

特にない

無回答

（ｎ＝702件）

３）長寿社会に向けた高齢者福祉

問33 明るく活力ある長寿社会の確立に向けて、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。

（○はいくつでも）

長寿社会に向けた高齢者福祉に必要なこととしては、「一人でも安心して暮らせる環境を整備する」

が52.8％でもっとも多くなっています。

ついで「在宅福祉サービスを充実する」（37.5％）、「健康教室、健康相談、健康診断等の保健事業

や医療体制を充実する」（34.5％）、「老人ホームなどの入所できる施設を整備する」（31.8％）、「高齢

者が働く場所を確保する」（31.1％）などが３割を超えています。
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ｎ

健康教室、
健康相談、
健康診断等
の保健事業
や医療体制
を充実する

保健・福祉
関係の相談
窓口を充実
する

在宅福祉
サービスを
充実する
（ホームヘ
ルパーの派
遣やデイ
サービスの
拡充など）

生きがいづ
くりを推進
する（ボラ
ンティア活
動、文化・
スポーツ活
動の促進な
ど）

高齢者が働
く場所を確
保する

老人ホーム
などの入所
できる施設
を整備する

全体 100.0％ 34.5％ 22.6％ 37.5％ 23.9％ 31.1％ 31.8％

702件 242件 159件 263件 168件 218件 223件

100.0％ 34.9％ 16.3％ 23.3％ 34.9％ 23.3％ 32.6％

43件 15件 7件 10件 15件 10件 14件

100.0％ 39.0％ 31.7％ 39.8％ 28.5％ 33.3％ 34.1％

123件 48件 39件 49件 35件 41件 42件

100.0％ 37.3％ 26.6％ 42.4％ 24.9％ 46.9％ 36.7％

177件 66件 47件 75件 44件 83件 65件

100.0％ 33.1％ 19.2％ 36.6％ 22.7％ 32.6％ 30.2％

172件 57件 33件 63件 39件 56件 52件

100.0％ 28.8％ 17.9％ 35.3％ 18.5％ 14.7％ 26.1％

184件 53件 33件 65件 34件 27件 48件

ｎ

道路の段差
解消や公共
的な建物へ
のエレベー
ターの設置
など、ひと
にやさしい
まちづくり
を推進する

世代間の交
流・相互理
解を促進す

る

高齢者向け
住宅の整備
や住宅改造
を支援する

ボランティ
アの育成な
ど民間活動
を支援する

一人でも安
心して暮ら
せる環境を
整備する

認知症に対
する理解を
深めるため
の情報を提
供する

全体 100.0％ 19.5％ 12.8％ 26.4％ 10.4％ 52.8％ 25.1％

702件 137件 90件 185件 73件 371件 176件

100.0％ 14.0％ 16.3％ 18.6％ 7.0％ 39.5％ 18.6％

43件 6件 7件 8件 3件 17件 8件

100.0％ 22.8％ 17.1％ 30.9％ 11.4％ 49.6％ 23.6％

123件 28件 21件 38件 14件 61件 29件

100.0％ 18.1％ 11.3％ 31.6％ 9.0％ 57.6％ 22.6％

177件 32件 20件 56件 16件 102件 40件

100.0％ 22.1％ 13.4％ 23.8％ 11.6％ 59.9％ 27.9％

172件 38件 23件 41件 20件 103件 48件

100.0％ 17.4％ 9.8％ 22.3％ 10.9％ 46.7％ 27.2％

184件 32件 18件 41件 20件 86件 50件

ｎ
その他 特にない 無回答

全体 100.0％ 1.3％ 4.0％ 3.8％

702件 9件 28件 27件

100.0％ 2.3％ 11.6％ 2.3％

43件 1件 5件 1件

100.0％ 0.8％ 7.3％ 0.8％

123件 1件 9件 1件

100.0％ 1.1％ 1.7％ 2.3％

177件 2件 3件 4件

100.0％ 1.2％ 1.7％ 3.5％

172件 2件 3件 6件

100.0％ 1.6％ 4.3％ 8.2％

184件 3件 8件 15件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

長寿社会に向けた高齢者福祉に必要なことについて、回答者の年齢別にみると、50歳～64歳では

「高齢者が働く場所を確保する」と回答する割合が46.9％と、他の年齢層に比べて高い割合となって

います。

年齢が下がるにつれて「生きがいづくりを推進する」と回答する割合が高くなっています。
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ｎ

健康教室、
健康相談、
健康診断等
の保健事業
や医療体制
を充実する

保健・福祉
関係の相談
窓口を充実
する

在宅福祉
サービスを
充実する

生きがいづ
くりを推進
する

高齢者が働
く場所を確
保する

老人ホーム
などの入所
できる施設
を整備する

全体 100.0％ 34.5％ 22.6％ 37.5％ 23.9％ 31.1％ 31.8％

702件 242件 159件 263件 168件 218件 223件

100.0％ 34.3％ 22.2％ 41.7％ 30.6％ 34.3％ 34.3％

108件 37件 24件 45件 33件 37件 37件

100.0％ 37.5％ 23.5％ 36.5％ 25.3％ 32.3％ 28.1％

285件 107件 67件 104件 72件 92件 80件

100.0％ 32.0％ 24.0％ 42.0％ 26.0％ 24.0％ 38.0％

50件 16件 12件 21件 13件 12件 19件

100.0％ 28.2％ 26.8％ 38.0％ 18.3％ 19.7％ 23.9％

71件 20件 19件 27件 13件 14件 17件

100.0％ 30.7％ 21.7％ 35.7％ 20.9％ 30.3％ 34.4％

244件 75件 53件 87件 51件 74件 84件

ｎ

道路の段差
解消や公共
的な建物へ
のエレベー
ターの設置
など、ひと
にやさしい
まちづくり
を推進する

世代間の交
流・相互理
解を促進す

る

高齢者向け
住宅の整備
や住宅改造
を支援する

ボランティ
アの育成な
ど民間活動
を支援する

一人でも安
心して暮ら
せる環境を
整備する

認知症に対
する理解を
深めるため
の情報を提
供する

全体 100.0％ 19.5％ 12.8％ 26.4％ 10.4％ 52.8％ 25.1％

702件 137件 90件 185件 73件 371件 176件

100.0％ 17.6％ 14.8％ 27.8％ 12.0％ 40.7％ 22.2％

108件 19件 16件 30件 13件 44件 24件

100.0％ 21.1％ 14.4％ 28.1％ 12.6％ 52.6％ 26.7％

285件 60件 41件 80件 36件 150件 76件

100.0％ 26.0％ 20.0％ 36.0％ 10.0％ 42.0％ 36.0％

50件 13件 10件 18件 5件 21件 18件

100.0％ 26.8％ 14.1％ 25.4％ 9.9％ 56.3％ 26.8％

71件 19件 10件 18件 7件 40件 19件

100.0％ 18.9％ 11.1％ 24.6％ 9.0％ 56.1％ 23.4％

244件 46件 27件 60件 22件 137件 57件

ｎ
その他 特にない 無回答

全体 100.0％ 1.3％ 4.0％ 3.8％

702件 9件 28件 27件

100.0％ 1.9％ 2.8％ 1.9％

108件 2件 3件 2件

100.0％ 1.8％ 3.2％ 3.2％

285件 5件 9件 9件

100.0％ 0.0％ 2.0％ 8.0％

50件 0件 1件 4件

100.0％ 4.2％ 7.0％ 2.8％

71件 3件 5件 2件

100.0％ 0.4％ 3.7％ 4.1％

244件 1件 9件 10件

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

長寿社会に向けた高齢者福祉に必要なことについて、同居者の状況別にみると、いずれの世帯にお

いても「一人でも安心して暮らせる環境を整備する」という回答が多く、65歳以上の方、障がいのあ

る方がいる世帯、いずれもない世帯で割合が高くなっています。
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38.2％

33.0％

37.9％

26.6％

12.3％

34.6％

22.9％

24.5％

26.1％

24.6％

14.1％

37.7％

1.7％

4.0％

5.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障がいに関する理解を深めるための啓発・広報活動を積極的に行う

ホームヘルプサービス、ショートステイなどの在宅福祉サービスを充実する

職業訓練、就労斡旋など、雇用・就労の場を確保する

サービス利用に関する相談や援助体制を整備する

ボランティアの育成など民間活動を支援する

障がい者のニーズに応じた福祉施設を整備する

障がいの早期発見、早期治療など、保健事業や医療体制を拡充する

障がい者のニーズに応じた療育・教育を行う

道路の段差解消や公共的な建物への障がい者用トイレ、
エレベーターの設置などを推進する

障がい者向けの住宅を整備したり、住宅改造を支援する

スポーツ、文化活動など、障がいのある人とない人の交流の場を提供する

医療費の助成や各種手当・年金等を拡充する

その他

特にない

無回答

（ｎ＝702件）

４）障がいの者にやさしい社会づくり

問34 障がいのある方に対し、やさしい社会をつくるためには、あなたはどのようなことが大切だ

と思いますか。（○はいくつでも）

障がい者にやさしい社会づくりに大切なこととしては、「障がいに関する理解を深めるための啓

発・広報活動を積極的に行う」（38.2％）、「職業訓練、就労斡旋など、雇用・就労の場を確保する」

（37.9％）、「医療費の助成や各種手当・年金等を拡充する」（37.7％）、「障がい者のニーズに応じた

福祉施設を整備する」（34.6％）、「ホームヘルプサービス、ショートステイなどの在宅福祉サービス

を充実する」（33.0％）などが３割を超え多くなっています。
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ｎ

障がいに関
する理解を
深めるため
の啓発・広
報活動を積
極的に行う

ホームヘル
プサービ
ス、ショー
トステイな
どの在宅福
祉サービス
を充実する

職業訓練、
就労斡旋な
ど、雇用・
就労の場を
確保する

サービス利
用に関する
相談や援助
体制を整備
する

ボランティ
アの育成な
ど民間活動
を支援する

障がい者の
ニーズに応
じた福祉施
設を整備す

る

全体 100.0％ 38.2％ 33.0％ 37.9％ 26.6％ 12.3％ 34.6％

702件 268件 232件 266件 187件 86件 243件

100.0％ 43.5％ 38.0％ 40.7％ 25.0％ 13.9％ 32.4％

108件 47件 41件 44件 27件 15件 35件

100.0％ 42.8％ 35.4％ 36.1％ 27.4％ 13.0％ 36.8％

285件 122件 101件 103件 78件 37件 105件

100.0％ 42.0％ 46.0％ 24.0％ 30.0％ 14.0％ 34.0％

50件 21件 23件 12件 15件 7件 17件

100.0％ 36.6％ 31.0％ 29.6％ 39.4％ 12.7％ 39.4％

71件 26件 22件 21件 28件 9件 28件

100.0％ 36.5％ 28.7％ 40.6％ 25.8％ 11.1％ 35.7％

244件 89件 70件 99件 63件 27件 87件

ｎ

障がいの早
期発見、早
期治療な
ど、保健事
業や医療体
制を拡充す

る

障がい者の
ニーズに応
じた療育・
教育を行う

道路の段差
解消や公共
的な建物へ
の障がい者
用トイレ、
エレベー
ターの設置
などを推進
する

障がい者向
けの住宅を
整備した
り、住宅改
造を支援す

る

スポーツ、
文化活動な
ど、障がい
のある人と
ない人の交
流の場を提
供する

医療費の助
成や各種手
当・年金等
を拡充する

全体 100.0％ 22.9％ 24.5％ 26.1％ 24.6％ 14.1％ 37.7％

702件 161件 172件 183件 173件 99件 265件

100.0％ 19.4％ 36.1％ 32.4％ 16.7％ 17.6％ 35.2％

108件 21件 39件 35件 18件 19件 38件

100.0％ 25.3％ 24.2％ 25.3％ 25.6％ 16.5％ 36.5％

285件 72件 69件 72件 73件 47件 104件

100.0％ 34.0％ 26.0％ 26.0％ 28.0％ 14.0％ 40.0％

50件 17件 13件 13件 14件 7件 20件

100.0％ 19.7％ 31.0％ 25.4％ 26.8％ 11.3％ 53.5％

71件 14件 22件 18件 19件 8件 38件

100.0％ 21.7％ 21.7％ 28.7％ 25.8％ 12.3％ 37.7％

244件 53件 53件 70件 63件 30件 92件

ｎ
その他 特にない 無回答

全体 100.0％ 1.7％ 4.0％ 5.3％

702件 12件 28件 37件

100.0％ 0.9％ 2.8％ 0.0％

108件 1件 3件 0件

100.0％ 1.4％ 4.2％ 4.2％

285件 4件 12件 12件

100.0％ 2.0％ 2.0％ 4.0％

50件 1件 1件 2件

100.0％ 2.8％ 4.2％ 4.2％

71件 2件 3件 3件

100.0％ 2.0％ 4.1％ 5.7％

244件 5件 10件 14件

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者（整理）

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

[属性別にみた回答傾向]

障がい者にやさしい社会づくりに大切なことについて、同居家族の状況別にみると、障がいのある

方がいる世帯では「医療費の助成や各種手当・年金等を拡充する」と回答する割合がもっとも高く、

53.5％と半数を超えています。

介護を必要とする方がいる世帯では「ホームヘルプサービス、ショートステイなどの在宅福祉サー

ビスを充実する」と回答する割合が46.0％と、他の世帯に比べて高い割合となっています。
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18.7％

35.0％

28.2％

55.6％

28.6％

9.4％

19.2％

29.2％

38.6％

22.9％

1.7％

2.4％

4.0％

0% 20% 40% 60% 80%

地域活動・ボランティア活動への参加の促進や支援

防災や見守りなど住民が共に支えあう仕組みづくりへの支援

保健福祉に関する情報提供や案内、相談窓口の充実

高齢者や障がい者になっても在宅生活が続けられる福祉サービスの充実

健康診断・がん検診などの保健医療サービスの充実

権利擁護や苦情対応などのサービス利用者の保護

小・中学校や地域での福祉教育の推進

高齢者、障がい者、児童の福祉施設の整備

手当の支給などの金銭的援助

道路の段差解消などの福祉のまちづくり

その他

特にない

無回答

（ｎ＝702件）

５）福祉の推進に向けた取り組み

問35 これから行政が福祉を進めるために優先して取り組むべきものは、どれだと思いますか。

（○はいくつでも）

福祉の推進に向けて行政が優先的に取り組むべきこととしては、「高齢者や障がい者になっても在

宅生活が続けられる福祉サービスの充実」が55.6％でもっとも多く、ついで「手当の支給などの金銭

的援助」が38.6％、「防災や見守りなど住民が共に支えあう仕組みづくりへの支援」が35.0％と３割

を超えています。
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ｎ

地域活動・
ボランティ
ア活動への
参加の促進
や支援

防災や見守
りなど住民
が共に支え
あう仕組み
づくりへの
支援

保健福祉に
関する情報
提供や案
内、相談窓
口の充実

高齢者や障
がい者に
なっても在
宅生活が続
けられる福
祉サービス
の充実

健康診断・
がん検診な
どの保健医
療サービス
の充実

権利擁護や
苦情対応な
どのサービ
ス利用者の
保護

全体 100.0％ 18.7％ 35.0％ 28.2％ 55.6％ 28.6％ 9.4％

702件 131件 246件 198件 390件 201件 66件

100.0％ 16.3％ 18.6％ 23.3％ 30.2％ 30.2％ 11.6％

43件 7件 8件 10件 13件 13件 5件

100.0％ 14.6％ 30.1％ 20.3％ 43.9％ 36.6％ 12.2％

123件 18件 37件 25件 54件 45件 15件

100.0％ 15.8％ 34.5％ 33.3％ 55.4％ 28.8％ 9.0％

177件 28件 61件 59件 98件 51件 16件

100.0％ 22.1％ 44.2％ 27.3％ 65.1％ 25.6％ 8.1％

172件 38件 76件 47件 112件 44件 14件

100.0％ 21.2％ 33.7％ 29.9％ 60.9％ 25.5％ 8.7％

184件 39件 62件 55件 112件 47件 16件

ｎ

小・中学校
や地域での
福祉教育の
推進

高齢者、障
がい者、児
童の福祉施
設の整備

手当の支給
などの金銭
的援助

道路の段差
解消などの
福祉のまち
づくり（バ
リアフリー
の推進）

その他 特にない

全体 100.0％ 19.2％ 29.2％ 38.6％ 22.9％ 1.7％ 2.4％

702件 135件 205件 271件 161件 12件 17件

100.0％ 18.6％ 37.2％ 58.1％ 18.6％ 0.0％ 7.0％

43件 8件 16件 25件 8件 0件 3件

100.0％ 30.1％ 30.1％ 52.0％ 26.0％ 1.6％ 2.4％

123件 37件 37件 64件 32件 2件 3件

100.0％ 16.4％ 35.6％ 40.7％ 19.8％ 2.8％ 1.7％

177件 29件 63件 72件 35件 5件 3件

100.0％ 20.9％ 28.5％ 35.5％ 28.5％ 0.6％ 1.2％

172件 36件 49件 61件 49件 1件 2件

100.0％ 13.6％ 21.2％ 26.1％ 19.0％ 2.2％ 3.3％

184件 25件 39件 48件 35件 4件 6件

ｎ
無回答

全体 100.0％ 4.0％

702件 28件

100.0％ 4.7％

43件 2件

100.0％ 0.0％

123件 0件

100.0％ 0.6％

177件 1件

100.0％ 6.4％

172件 11件

100.0％ 7.6％

184件 14件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

福祉の推進に向けて行政が優先的に取り組むべきことについて、回答者の年齢別にみると、おおむ

ね年齢が上がるにつれて「高齢者や障がい者になっても在宅生活が続けられる福祉サービスの充実」

と回答する割合が高くなり、65歳～74歳では65.1％と６割を超えています。

反対に、年齢が下がるにつれて「手当の支給などの金銭的援助」と回答する割合が高くなり、30歳

～49歳では52.0％、18歳～29歳では58.1％と６割近くとなっています。

65歳～74歳では「防災や見守りなど住民が共に支えあう仕組みづくりへの支援」という回答が

44.2％と、他の年齢層よりも割合が高くなっています。
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ｎ

地域活動・
ボランティ
ア活動への
参加の促進
や支援

防災や見守
りなど住民
が共に支え
あう仕組み
づくりへの
支援

保健福祉に
関する情報
提供や案
内、相談窓
口の充実

高齢者や障
がい者に
なっても在
宅生活が続
けられる福
祉サービス
の充実

健康診断・
がん検診な
どの保健医
療サービス
の充実

権利擁護や
苦情対応な
どのサービ
ス利用者の
保護

全体 100.0％ 18.7％ 35.0％ 28.2％ 55.6％ 28.6％ 9.4％

702件 131件 246件 198件 390件 201件 66件

100.0％ 23.1％ 38.9％ 20.4％ 43.5％ 31.5％ 11.1％

108件 25件 42件 22件 47件 34件 12件

100.0％ 22.1％ 39.3％ 31.9％ 55.8％ 30.5％ 9.8％

285件 63件 112件 91件 159件 87件 28件

100.0％ 24.0％ 46.0％ 40.0％ 62.0％ 28.0％ 14.0％

50件 12件 23件 20件 31件 14件 7件

100.0％ 16.9％ 26.8％ 23.9％ 63.4％ 23.9％ 16.9％

71件 12件 19件 17件 45件 17件 12件

100.0％ 16.0％ 30.3％ 25.4％ 59.0％ 27.5％ 8.2％

244件 39件 74件 62件 144件 67件 20件

ｎ

小・中学校
や地域での
福祉教育の
推進

高齢者、障
がい者、児
童の福祉施
設の整備

手当の支給
などの金銭
的援助

道路の段差
解消などの
福祉のまち
づくり（バ
リアフリー
の推進）

その他 特にない

全体 100.0％ 19.2％ 29.2％ 38.6％ 22.9％ 1.7％ 2.4％

702件 135件 205件 271件 161件 12件 17件

100.0％ 42.6％ 33.3％ 50.9％ 25.0％ 0.0％ 0.9％

108件 46件 36件 55件 27件 0件 1件

100.0％ 18.6％ 29.1％ 34.4％ 24.9％ 2.1％ 1.8％

285件 53件 83件 98件 71件 6件 5件

100.0％ 8.0％ 24.0％ 34.0％ 24.0％ 2.0％ 0.0％

50件 4件 12件 17件 12件 1件 0件

100.0％ 14.1％ 26.8％ 40.8％ 29.6％ 4.2％ 2.8％

71件 10件 19件 29件 21件 3件 2件

100.0％ 15.2％ 30.3％ 36.5％ 20.9％ 1.6％ 3.3％

244件 37件 74件 89件 51件 4件 8件

ｎ
無回答

全体 100.0％ 4.0％

702件 28件

100.0％ 0.0％
108件 0件

100.0％ 3.9％
285件 11件

100.0％ 4.0％
50件 2件

100.0％ 2.8％
71件 2件

100.0％ 4.1％
244件 10件

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

65歳以上の方

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

同居者

子どものいる方

福祉の推進に向けて行政が優先的に取り組むべきことについて、同居者の状況別にみると、いずれ

の世帯においても「高齢者や障がい者になっても在宅生活が続けられる福祉サービスの充実」という

回答が多く、介護を必要とする方、障がいがある方がいる世帯では６割を超えています。

子どもがいる方の世帯では「手当の支給などの金銭的援助」（50.9％）、「小・中学校や地域での福

祉教育の推進」（42.6％）と回答する割合が、他の世帯に比べて高くなっています。
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47.2％

26.5％

13.7％

7.1％

17.2％

38.9％

25.1％

3.6％

3.1％

9.4％

5.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

近所づきあいが希薄になっていること

既存の地域活動には新しい人が入りづらいこと

家庭の相互扶助機能が弱まっていること

ひとり親家庭や障がい者への偏見があること

他人に干渉されすぎること

住民の価値観が多様化していること

日中、地域を離れている人が多いこと

職業、出身や家柄、国籍や人種・民族などにこだわること

その他

特にない

無回答

（ｎ＝702件）

６）地域づくりにおける課題

問36 地域づくりにおいて課題となっていることは、どのようなことだと思いますか。（○はいく

つでも）

地域づくりにおける課題としては、「近所づきあいが希薄になっていること」が47.2％でもっとも

多く、ついで「住民の価値観が多様化していること」が38.9％、「既存の地域活動には新しい人が入

りづらいこと」（26.5％）や「日中、地域を離れている人が多いこと」（25.1％）などが２割を超えて

います。
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ｎ

近所づきあ
いが希薄に
なっている
こと

既存の地域
活動には新
しい人が入
りづらいこ

と

家庭の相互
扶助機能
（親や身内
の世話や介
護など）が
弱まってい
ること

ひとり親家
庭や障がい
者への偏見
があること

他人に干渉
されすぎる
こと（プラ
イバシーが
守られない
こと）

住民の価値
観が多様化
しているこ

と

全体 100.0％ 47.2％ 26.5％ 13.7％ 7.1％ 17.2％ 38.9％

702件 331件 186件 96件 50件 121件 273件

100.0％ 37.2％ 39.5％ 16.3％ 11.6％ 20.9％ 20.9％

43件 16件 17件 7件 5件 9件 9件

100.0％ 33.3％ 34.1％ 13.0％ 8.1％ 20.3％ 35.8％

123件 41件 42件 16件 10件 25件 44件

100.0％ 45.2％ 27.7％ 10.7％ 5.1％ 18.1％ 43.5％

177件 80件 49件 19件 9件 32件 77件

100.0％ 54.7％ 27.9％ 11.0％ 11.6％ 19.8％ 45.3％

172件 94件 48件 19件 20件 34件 78件

100.0％ 53.3％ 16.3％ 18.5％ 3.3％ 11.4％ 35.3％

184件 98件 30件 34件 6件 21件 65件

ｎ

日中、地域
を離れてい
る人が多い
こと

職業、出身
や家柄、国
籍や人種・
民族などに
こだわるこ

と

その他 特にない 無回答

全体 100.0％ 25.1％ 3.6％ 3.1％ 9.4％ 5.4％

702件 176件 25件 22件 66件 38件

100.0％ 20.9％ 7.0％ 2.3％ 18.6％ 2.3％

43件 9件 3件 1件 8件 1件

100.0％ 21.1％ 5.7％ 2.4％ 12.2％ 0.0％

123件 26件 7件 3件 15件 0件

100.0％ 33.3％ 5.1％ 4.5％ 6.2％ 1.1％

177件 59件 9件 8件 11件 2件

100.0％ 25.0％ 2.9％ 3.5％ 6.4％ 6.4％

172件 43件 5件 6件 11件 11件

100.0％ 21.2％ 0.5％ 2.2％ 11.4％ 13.0％

184件 39件 1件 4件 21件 24件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域づくりにおける課題について、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても「近所づ

きあいが希薄になっていること」という回答が多く、65歳以上の年齢層では半数を超えています。

年齢が下がるにつれて「既存の地域活動には新しい人が入りづらいこと」と回答する割合が高くな

っています。

50歳から74歳の年齢層では「住民の価値観が多様化していること」と回答する割合も４割を超え

ています。
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ｎ
満足 まあ満足 どちらとも

いえない
やや不満 不満 無回答

平均

100.0％ 2.0％ 11.8％ 62.4％ 11.0％ 2.1％ 10.7％ 2.99点

702件 14件 83件 438件 77件 15件 75件

100.0％ 2.4％ 14.0％ 65.1％ 6.4％ 0.9％ 11.3％ 2.88点

702件 17件 98件 457件 45件 6件 79件

100.0％ 1.1％ 6.8％ 68.2％ 9.8％ 2.0％ 12.0％ 2.95点

702件 8件 48件 479件 69件 14件 84件

100.0％ 1.7％ 10.7％ 59.5％ 14.0％ 2.6％ 11.5％ 2.94点

702件 12件 75件 418件 98件 18件 81件

100.0％ 2.1％ 10.4％ 63.8％ 9.7％ 1.4％ 12.5％ 3.02点

702件 15件 73件 448件 68件 10件 88件

100.0％ 3.0％ 20.1％ 58.0％ 6.4％ 1.3％ 11.3％ 3.19点

702件 21件 141件 407件 45件 9件 79件

100.0％ 1.7％ 10.5％ 63.7％ 10.3％ 2.1％ 11.7％ 2.99点

702件 12件 74件 447件 72件 15件 82件

100.0％ 1.3％ 8.0％ 62.7％ 13.5％ 2.3％ 12.3％ 2.91点

702件 9件 56件 440件 95件 16件 86件

100.0％ 2.0％ 9.3％ 64.0％ 10.3％ 2.1％ 12.4％ 2.99点

702件 14件 65件 449件 72件 15件 87件

100.0％ 1.7％ 6.3％ 64.5％ 13.0％ 2.1％ 12.4％ 2.91点

702件 12件 44件 453件 91件 15件 87件

100.0％ 1.3％ 5.8％ 67.9％ 10.1％ 1.9％ 13.0％ 2.94点

702件 9件 41件 477件 71件 13件 91件

100.0％ 2.6％ 15.5％ 57.7％ 8.8％ 2.7％ 12.7％ 3.07点

702件 18件 109件 405件 62件 19件 89件

100.0％ 1.6％ 6.7％ 70.2％ 7.1％ 1.6％ 12.8％ 3.00点

702件 11件 47件 493件 50件 11件 90件

100.0％ 2.0％ 8.0％ 66.0％ 9.4％ 2.0％ 12.7％ 2.98点

702件 14件 56件 463件 66件 14件 89件

100.0％ 2.0％ 7.1％ 59.8％ 13.8％ 4.6％ 12.7％ 2.86点

702件 14件 50件 420件 97件 32件 89件

100.0％ 2.6％ 10.8％ 60.1％ 12.1％ 3.1％ 11.3％ 2.97点

702件 18件 76件 422件 85件 22件 79件

6）健康づくりへの支援

1）地域のふれあい環境づくり

2）福祉人材づくり

3）福祉団体のネットワークづくり

4）情報提供の充実と相談体制の整備

5）サービスの質の向上と利用者保護

7）生きがいづくりへの支援

8）介護保険対象外サービスの充実

9）介護保険サービスの充実

10）認知症高齢者対策の推進

11）障がい者の自立生活促進

12）子育て家庭への支援

13）要保護児童への支援

14）子どもたちの生きる力づくり

15）バリアフリーの推進

16）防災・防犯体制の充実

７）本市の福祉施策の取り組みについて

問37 地域福祉推進における主な取り組み（以下の1～16）に対する、①現状の満足度と②今後の

地域福祉推進における重要度について、５段階の評価をおうかがいします。（各施策につ

いて①と②にそれぞれ○は1つだけ）

①満足度

※満足＝5点、やや満足＝4点、どちらともいえない＝3点、やや不満＝2点、不満＝1点とし、回答

結果を上記のように得点化して平均点を算出しています。
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13.1％

7.3％

8.0％

12.4％

12.5％

23.1％

12.3％

9.3％

11.3％

8.0％

7.1％

18.1％

8.3％

10.0％

9.1％

13.4％

62.4％

65.1％

68.2％

59.5％

63.8％

58.0％

63.7％

62.7％

64.0％

64.5％

67.9％

57.7％

70.2％

66.0％

59.8％

60.1％

13.8％

16.4％

11.8％

16.5％

11.1％

7.7％

12.4％

15.8％

12.4％

15.1％

12.0％

11.5％

8.7％

11.4％

18.4％

15.2％

10.7％

11.3％

12.0％

11.5％

12.5％

11.3％

11.7％

12.3％

12.4％

12.4％

13.0％

12.7％

12.8％

12.7％

12.7％

11.3％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1）地域のふれあい環境づくり

2）福祉人材づくり

3）福祉団体のネットワークづくり

4）情報提供の充実と相談体制の整備

5）サービスの質の向上と利用者保護

6）健康づくりへの支援

7）生きがいづくりへの支援

8）介護保険対象外サービスの充実

9）介護保険サービスの充実

10）認知症高齢者対策の推進

11）障がい者の自立生活促進

12）子育て家庭への支援

13）要保護児童への支援

14）子どもたちの生きる力づくり

15）バリアフリーの推進

16）防災・防犯体制の充実

（ｎ＝702件）

“満足” どちらともいえない “不満” 無回答

「満足」と「やや満足」をあわせて“満足”、「やや不満」 と「不満」をあわせて“不満”と整理す

ると、いずれの取り組みにおいても「どちらともいえない」が５～７割と多数を占めています。

“満足”という回答の高い取り組みは、６）健康づくりの支援の23.1％、12）子育て家庭への支援

の18.1％が２割前後となっています。
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ｎ
重要 やや重要 どちらともいえ

ない
あまり重要では

ない
重要ではない 無回答

平均

100.0％ 8.8％ 37.0％ 35.3％ 3.8％ 0.7％ 14.2％ 3.58点

702件 62件 260件 248件 27件 5件 100件

100.0％ 11.8％ 37.6％ 32.8％ 2.8％ 0.9％ 14.1％ 3.66点

702件 83件 264件 230件 20件 6件 99件

100.0％ 9.8％ 31.9％ 40.0％ 2.8％ 0.7％ 14.7％ 3.55点

702件 69件 224件 281件 20件 5件 103件

100.0％ 14.5％ 36.2％ 31.8％ 1.6％ 1.0％ 15.0％ 3.73点

702件 102件 254件 223件 11件 7件 105件

100.0％ 14.8％ 34.5％ 32.9％ 2.7％ 0.6％ 14.5％ 3.71点

702件 104件 242件 231件 19件 4件 102件

100.0％ 14.4％ 37.2％ 30.2％ 3.4％ 0.6％ 14.2％ 3.72点

702件 101件 261件 212件 24件 4件 100件

100.0％ 12.7％ 32.5％ 35.6％ 3.8％ 0.4％ 15.0％ 3.62点

702件 89件 228件 250件 27件 3件 105件

100.0％ 15.2％ 34.3％ 33.0％ 2.1％ 0.3％ 15.0％ 3.73点

702件 107件 241件 232件 15件 2件 105件

100.0％ 20.1％ 33.8％ 30.8％ 0.7％ 0.4％ 14.2％ 3.84点

702件 141件 237件 216件 5件 3件 100件

100.0％ 21.9％ 31.2％ 31.1％ 1.0％ 0.4％ 14.4％ 3.86点

702件 154件 219件 218件 7件 3件 101件

100.0％ 17.4％ 31.6％ 33.3％ 1.7％ 0.6％ 15.4％ 3.75点

702件 122件 222件 234件 12件 4件 108件

100.0％ 24.8％ 32.8％ 24.9％ 2.0％ 0.6％ 15.0％ 3.93点

702件 174件 230件 175件 14件 4件 105件

100.0％ 20.7％ 29.5％ 32.2％ 1.7％ 0.6％ 15.4％ 3.80点

702件 145件 207件 226件 12件 4件 108件

100.0％ 25.4％ 30.2％ 27.6％ 1.6％ 0.4％ 14.8％ 3.92点

702件 178件 212件 194件 11件 3件 104件

100.0％ 16.0％ 35.5％ 30.6％ 2.6％ 0.9％ 14.5％ 3.74点

702件 112件 249件 215件 18件 6件 102件

100.0％ 32.3％ 29.2％ 23.4％ 1.1％ 0.3％ 13.7％ 4.07点

702件 227件 205件 164件 8件 2件 96件

2）福祉人材づくり

1）地域のふれあい環境づくり

14）子どもたちの生きる力づくり

3）福祉団体のネットワークづくり

4）情報提供の充実と相談体制の整備

5）サービスの質の向上と利用者保護

6）健康づくりへの支援

7）生きがいづくりへの支援

8）介護保険対象外サービスの充実

9）介護保険サービスの充実

10）認知症高齢者対策の推進

11）障がい者の自立生活促進

12）子育て家庭への支援

13）要保護児童への支援

15）バリアフリーの推進

16）防災・防犯体制の充実

②重要度

※重要＝5点、やや重要＝4点、どちらともいえない＝3点、あまり重要ではない＝2点、重要ではな

い＝1点とし、回答結果を上記のように得点化して平均点を算出しています。
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45.9％

49.4％

41.7％

50.7％

49.3％

51.6％

45.2％

49.6％

53.8％

53.1％

49.0％

57.5％

50.1％

55.6％

51.4％

61.5％

35.3％

32.8％

40.0％

31.8％

32.9％

30.2％

35.6％

33.0％

30.8％

31.1％

33.3％

24.9％

32.2％

27.6％

30.6％

23.4％

4.6％

3.7％

3.6％

2.6％

3.3％

4.0％

4.3％

2.4％

1.1％

1.4％

2.3％

2.6％

2.3％

2.0％

3.4％

1.4％

14.2％

14.1％

14.7％

15.0％

14.5％

14.2％

15.0％

15.0％

14.2％

14.4％

15.4％

15.0％

15.4％

14.8％

14.5％

13.7％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1）地域のふれあい環境づくり

2）福祉人材づくり

3）福祉団体のネットワークづくり

4）情報提供の充実と相談体制の整備

5）サービスの質の向上と利用者保護

6）健康づくりへの支援

7）生きがいづくりへの支援

8）介護保険対象外サービスの充実

9）介護保険サービスの充実

10）認知症高齢者対策の推進

11）障がい者の自立生活促進

12）子育て家庭への支援

13）要保護児童への支援

14）子どもたちの生きる力づくり

15）バリアフリーの推進

16）防災・防犯体制の充実

（ｎ＝702件）

“重要” どちらともいえない “重要ではない” 無回答

「重要」と「やや重要」をあわせて“重要”、「あまり重要ではない」と「重要ではない」をあわせ

て“重要ではない”と整理すると、いずれの取り組みにおいても“重要”という回答がもっとも多く、

特に16）防災・防犯体制の充実については61.5％と６割以上が重要としています。

いずれの取り組みも、“重要ではない”という回答は５％未満とわずかでした。
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1）地域のふれあい環境づくり

3）福祉団体のネットワークづくり

4）情報提供の充実と相談体制の整備

5）サービスの質の向上と利用者保護

6）健康づくりへの支援

7）生きがいづくりへの支援

8）介護保険対象外サービスの充実

9）介護保険サービスの充実

10）認知症高齢者対策の推進

11）障がい者の自立生活促進

12）子育て家庭への支援

13）要保護児童への支援

14）子どもたちの生きる力づくり

16）防災・防犯体制の充実

2.89

2.90

2.91

2.92

2.93

2.94

2.95

2.96

2.97

2.98

2.99

3.00

3.01

3.02

3.03

3.04

3.05

3.06

3.07

3.08

3.09

3.10

3.11

3.12

3.13

3.14

3.15

3.16

3.17

3.18

3.19

3.20

3.52 3.54 3.56 3.58 3.60 3.62 3.64 3.66 3.68 3.70 3.72 3.74 3.76 3.78 3.80 3.82 3.84 3.86 3.88 3.90 3.92 3.94 3.96 3.98 4.00 4.02 4.04 4.06 4.08

満
足
度

重要度

③満足度と重要度の関係

横軸に満足度の平均得点、縦軸に重要度の平均得点を使用して、主要施策ごとの満足度と重要度の

関係を整理したものが下記のプロット図です。

重要度が全体の平均よりも高いにもかかわらず、満足度は全体の平均よりも低く評価された施策は、

以下の２施策となっています。

これらは、重要と思われているにもかかわらず、十分な満足が得られていない施策であり、優先的

に取り組むべき課題領域であると考えられます。

10）認知症高齢者対策の推進

16）防災・防犯体制の充実
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7.7％ 29.1％ 59.4％ 3.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

現在は活動している 現在活動していないが、過去に活動したことがある

活動したことがない 無回答

36.8％ 59.4％ 3.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

“参加経験あり” “参加経験なし” 無回答

（６）「ボランティア活動」について

１）ボランティア活動への参加状況

①活動経験

問38 あなたは今まで、ボランティア活動をしたことがありますか。（○は１つだけ）

ボランティア活動への参加経験をみると、「現在参加している」は7.7％とわずかですが、「現在活

動していないが、過去に活動したことがある」の29.1％をあわせると、参加経験のある回答者は

36.8％と４割近くで、約６割が「活動したことがない」としています。
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ｎ
“参加経験
あり”

“参加経験
なし”

無回答

全体 100.0％ 36.8％ 59.4％ 3.8％

702件 258件 417件 27件

100.0％ 40.9％ 55.0％ 4.0％

298件 122件 164件 12件

100.0％ 33.6％ 63.0％ 3.4％

384件 129件 242件 13件

100.0％ 25.0％ 75.0％ 0.0％

4件 1件 3件 0件

100.0％ 55.8％ 41.9％ 2.3％

43件 24件 18件 1件

100.0％ 49.6％ 49.6％ 0.8％

123件 61件 61件 1件

100.0％ 27.1％ 71.2％ 1.7％

177件 48件 126件 3件

100.0％ 36.6％ 59.3％ 4.1％

172件 63件 102件 7件

100.0％ 33.2％ 58.7％ 8.2％

184件 61件 108件 15件

100.0％ 52.0％ 43.4％ 4.6％

152件 79件 66件 7件

100.0％ 33.9％ 62.1％ 4.0％

348件 118件 216件 14件

100.0％ 31.1％ 66.4％ 2.5％

119件 37件 79件 3件

100.0％ 29.8％ 66.7％ 3.5％

57件 17件 38件 2件

100.0％ 26.1％ 73.9％ 0.0％

23件 6件 17件 0件

100.0％ 57.4％ 38.4％ 4.2％

190件 109件 73件 8件

100.0％ 34.3％ 61.1％ 4.6％

303件 104件 185件 14件

100.0％ 21.4％ 77.1％ 1.5％

201件 43件 155件 3件

地域活動への参加経験の
有無

現在は参加している

現在は参加していないが、過去に参
加したことがある

参加したことがない

居住地域への愛着

大いにある

ある程度ある

どちらともいえない

あまりない

まったくない

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

性別

男性

女性

回答しない

[属性別にみた回答傾向]

ボランティア活動への参加経験について、回答者の属性別にみると、“参加経験あり”という回答

は、男性の方が女性よりも割合が高くなっています。

おおむね年齢が上がるにつれて“参加経験あり”と回答する割合は高くなり、30歳～49歳では

49.6％、18歳～29歳では55.8％と半数を超えています。

住んでいる地域に愛着があるという人ほど、ボランティア活動に“参加経験あり”と回答する割合

が高くなり、地域活動に現在参加している人の６割近くはボランティア活動にも参加経験があるとし

ています。
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26.4％

6.6％

10.1％

3.5％

9.7％

42.6％

24.8％

15.9％

13.2％

1.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢者に関する活動

障がいのある方に関する活動

子育てに関する活動

保健に関する活動

青少年に関する活動

環境美化に関する活動

スポーツや文化、芸術に関する活動

防災や防犯、交通安全に関する活動

その他

無回答

（ｎ＝258件）

②参加経験のあるボランティア活動内容

◆問38で「１」または「２」を選んだ方にお伺いします。

問39 どのような活動をされましたか。（○はいくつでも）

ボランティア活動への参加経験者に参加したことがある活動内容について聞くと、「環境美化に関

する活動」が42.6％でもっとも多く、ついで「高齢者に関する活動」が26.4％、「スポーツや文化、

芸術に関する活動」が24.8％と２割を超えています。
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13.6％

5.4％

7.8％

12.8％

9.7％

10.5％

9.3％

31.8％

6.6％

23.3％

3.9％

18.2％

0% 10% 20% 30% 40%

一緒に活動する人がいない

地域の理解や支援が得られない

組織をまとめる人がいない

活動内容のレベルアップが難しい

他の団体や活動者との連携が難しい

活動費などの資金が乏しい

活動する場所がない・少ない

継続的に活動することが難しい

自分の特技を活かすことができない

特にない

その他

無回答

（ｎ＝258件）

③活動における問題点

◆問38で「１」または「２」を選んだ方にお伺いします。

問40 活動の中で困ったこと、苦労したことがありますか。（○はいくつでも）

ボランティア活動への参加経験者に活動の中に困ったことや苦労したことについて聞くと、「継続

的に活動することが難しい」が31.8％でもっとも多くなっています。
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ｎ

一緒に活動
する人がい
ない

地域の理解
や支援が得
られない

組織をまと
める人がい
ない

活動内容の
レベルアッ
プが難しい

他の団体や
活動者との
連携が難し

い

活動費など
の資金が乏
しい

全体 100.0％ 13.6％ 5.4％ 7.8％ 12.8％ 9.7％ 10.5％

258件 35件 14件 20件 33件 25件 27件

100.0％ 14.7％ 4.4％ 10.3％ 20.6％ 10.3％ 10.3％

68件 10件 3件 7件 14件 7件 7件

100.0％ 29.4％ 11.8％ 11.8％ 11.8％ 11.8％ 11.8％

17件 5件 2件 2件 2件 2件 2件

100.0％ 15.4％ 7.7％ 0.0％ 15.4％ 7.7％ 15.4％

26件 4件 2件 0件 4件 2件 4件

100.0％ 22.2％ 22.2％ 22.2％ 22.2％ 22.2％ 22.2％

9件 2件 2件 2件 2件 2件 2件

100.0％ 28.0％ 12.0％ 16.0％ 16.0％ 12.0％ 12.0％

25件 7件 3件 4件 4件 3件 3件

100.0％ 16.4％ 5.5％ 7.3％ 14.5％ 9.1％ 10.9％

110件 18件 6件 8件 16件 10件 12件

100.0％ 23.4％ 1.6％ 10.9％ 17.2％ 15.6％ 10.9％

64件 15件 1件 7件 11件 10件 7件

100.0％ 19.5％ 2.4％ 7.3％ 12.2％ 14.6％ 12.2％

41件 8件 1件 3件 5件 6件 5件

100.0％ 5.9％ 0.0％ 2.9％ 2.9％ 11.8％ 8.8％

34件 2件 0件 1件 1件 4件 3件

ｎ

活動する場
所がない・
少ない

継続的に活
動すること
が難しい

自分の特技
を活かすこ
とができな

い

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 9.3％ 31.8％ 6.6％ 23.3％ 3.9％ 18.2％

258件 24件 82件 17件 60件 10件 47件

100.0％ 13.2％ 47.1％ 5.9％ 23.5％ 5.9％ 4.4％

68件 9件 32件 4件 16件 4件 3件

100.0％ 11.8％ 52.9％ 11.8％ 35.3％ 0.0％ 0.0％

17件 2件 9件 2件 6件 0件 0件

100.0％ 15.4％ 34.6％ 11.5％ 11.5％ 3.8％ 26.9％

26件 4件 9件 3件 3件 1件 7件

100.0％ 11.1％ 33.3％ 11.1％ 11.1％ 0.0％ 11.1％

9件 1件 3件 1件 1件 0件 1件

100.0％ 8.0％ 20.0％ 8.0％ 28.0％ 0.0％ 12.0％

25件 2件 5件 2件 7件 0件 3件

100.0％ 13.6％ 31.8％ 8.2％ 28.2％ 3.6％ 13.6％

110件 15件 35件 9件 31件 4件 15件

100.0％ 15.6％ 35.9％ 7.8％ 18.8％ 1.6％ 18.8％

64件 10件 23件 5件 12件 1件 12件

100.0％ 2.4％ 41.5％ 9.8％ 12.2％ 0.0％ 26.8％

41件 1件 17件 4件 5件 0件 11件

100.0％ 2.9％ 26.5％ 2.9％ 26.5％ 5.9％ 23.5％

34件 1件 9件 1件 9件 2件 8件

スポーツや文化、芸術に関する活動

防災や防犯、交通安全に関する活動

その他

スポーツや文化、芸術に関する活動

防災や防犯、交通安全に関する活動

その他

参加したことのある
ボランティア活動
の内容

高齢者に関する活動

障がいのある方に関する活動

子育てに関する活動

保健に関する活動

青少年に関する活動

環境美化に関する活動

参加したことのある
ボランティア活動
の内容

高齢者に関する活動

障がいのある方に関する活動

子育てに関する活動

保健に関する活動

青少年に関する活動

環境美化に関する活動

[属性別にみた回答傾向]

ボランティア活動における問題点について、参加経験のあるボランティア活動内容別にみると、高

齢者に関する活動、障がいのある方に関する活動に参加したことがある人では、「継続的に活動する

ことが難しい」という回答が半数前後と、他の活動に比べて割合が高くなっています。



88

3.1％

43.9％ 32.6％ 12.8％ 7.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

大いに活動したい できれば活動したい あまり活動したくない 活動したくない 無回答

47.0％ 45.4％ 7.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

“活動したい” “活動したくない” 無回答

ｎ

“活動した

い”

“活動した

くない”

無回答

全体 100.0％ 47.0％ 45.4％ 7.5％

702件 330件 319件 53件

100.0％ 48.7％ 46.3％ 5.0％

298件 145件 138件 15件

100.0％ 47.1％ 44.5％ 8.3％

384件 181件 171件 32件

100.0％ 0.0％ 100.0％ 0.0％

4件 0件 4件 0件

100.0％ 60.5％ 37.2％ 2.3％

43件 26件 16件 1件

100.0％ 52.0％ 45.5％ 2.4％

123件 64件 56件 3件

100.0％ 51.4％ 47.5％ 1.1％

177件 91件 84件 2件

100.0％ 49.4％ 43.0％ 7.6％

172件 85件 74件 13件

100.0％ 34.2％ 47.3％ 18.5％

184件 63件 87件 34件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

性別

男性

女性

回答しない

④ボランティア活動への参加意向

問41 今後、あなたはボランティア活動をしたいと思いますか。（○は１つだけ）

今後のボランティア活動への参加意向をみると、「大いに参加したい」は3.1％とわずかですが、

「できれば活動したい」の43.9％をあわせると、47.0％と半数近くが“活動したい”としています。

「あまり活動したくない」の32.6％と「活動したくない」の12.8％をあわせると、“活動したくな

い”という回答も45.5％と４割を超えています。

[属性別にみた回答傾向]

回答者の属性別にみると、“活動したい”という回答は、男女に大きな差はみられませんが、年齢

が下がるにつれて“活動したい”と回答する割合が高くなり、18歳～29歳では60.5％が活動したい

としています。
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42.2％

29.5％

33.0％

16.0％

21.2％

16.0％

34.2％

22.1％

1.3％

13.7％

8.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ボランティアに経済的負担がかからないように交通費などの実費を援助する

企業などがボランティア休暇を認めるなどの特別な配慮をする

学校教育の一環としてボランティア活動を活発に行う

地域での子どものボランティア活動を充実する

ボランティア活動に関する相談や拠点となる場所を提供する

ボランティア研修を開催する

ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充する

ボランティアについての普及啓発を行う

その他

わからない

無回答

（ｎ＝702件）

２）ボランティア活動の拡大に必要なこと

問42 今後、ボランティア活動の輪を広げていくために、どのようなことが必要だと思いますか。

（○はいくつでも）

ボランティア活動の拡大のために必要だと思うこととしては、「ボランティアに経済的負担がかか

らないように交通費などの実費を援助する」が42.2％でもっとも多くなっています。

ついで「ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充する」が34.2％、「学校

教育の一環としてボランティア活動を活発に行う」が33.0％、「企業などがボランティア休暇を認め

るなどの特別な配慮をする」が29.5％で多くなっています。
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56.0％

31.8％

35.0％

24.5％

42.5％

34.8％

15.1％

9.8％

18.1％

13.8％

11.8％

28.9％

32.3％

1.9％

9.5％

6.4％

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者の支援

障がい者の支援

子育て家庭の支援

住民の健康づくり

災害への備え

事故や犯罪の防止

消費生活トラブルの防止

まちづくりのルールづくり

自治会活動の推進

福祉教育の推進

生涯学習の推進

地区公園等の維持管理

生活環境整備の促進

その他

わからない

無回答

（ｎ＝702件）

（７）地域福祉の推進に向けて大切なこと

問43 あなたの住んでいる地域において、地域ぐるみでどのような取り組みを進めていけばよい

と思いますか。（○はいくつでも）

地域ぐるみで進めるべき取り組みとしては、「高齢者の支援」が56.0％でもっとも多く、ついで「災

害への備え」が42.5％となっています。

その他に、「子育て家庭の支援」が35.0％、「事故や犯罪の防止」が34.8％、「生活環境整備の促進」

が32.3％、「障がい者の支援」が31.8％と３割を超えています。
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ｎ
高齢者の支

援
障がい者の
支援

子育て家庭
の支援

住民の健康
づくり

災害への備
え

事故や犯罪
の防止

全体 100.0％ 56.0％ 31.8％ 35.0％ 24.5％ 42.5％ 34.8％

702件 393件 223件 246件 172件 298件 244件

100.0％ 41.9％ 34.9％ 51.2％ 23.3％ 44.2％ 41.9％

43件 18件 15件 22件 10件 19件 18件

100.0％ 50.4％ 24.4％ 53.7％ 25.2％ 43.9％ 39.8％

123件 62件 30件 66件 31件 54件 49件

100.0％ 62.7％ 40.1％ 35.6％ 27.1％ 49.7％ 39.5％

177件 111件 71件 63件 48件 88件 70件

100.0％ 59.3％ 36.6％ 34.3％ 24.4％ 42.4％ 36.0％

172件 102件 63件 59件 42件 73件 62件

100.0％ 52.7％ 23.9％ 19.0％ 21.2％ 33.2％ 24.5％

184件 97件 44件 35件 39件 61件 45件

ｎ

消費生活ト
ラブルの防

止

まちづくり
のルールづ
くり

自治会活動
の推進

福祉教育の
推進

生涯学習の
推進

地区公園等
の維持管理

全体 100.0％ 15.1％ 9.8％ 18.1％ 13.8％ 11.8％ 28.9％

702件 106件 69件 127件 97件 83件 203件

100.0％ 18.6％ 9.3％ 4.7％ 16.3％ 11.6％ 30.2％

43件 8件 4件 2件 7件 5件 13件

100.0％ 16.3％ 12.2％ 9.8％ 24.4％ 10.6％ 33.3％

123件 20件 15件 12件 30件 13件 41件

100.0％ 20.9％ 13.0％ 15.3％ 11.9％ 13.6％ 32.2％

177件 37件 23件 27件 21件 24件 57件

100.0％ 11.6％ 7.6％ 23.3％ 13.4％ 12.8％ 27.3％

172件 20件 13件 40件 23件 22件 47件

100.0％ 10.9％ 7.6％ 24.5％ 8.7％ 10.3％ 23.9％

184件 20件 14件 45件 16件 19件 44件

ｎ
生活環境整
備の促進

その他 わからない 無回答

全体 100.0％ 32.3％ 1.9％ 9.5％ 6.4％

702件 227件 13件 67件 45件

100.0％ 39.5％ 0.0％ 7.0％ 2.3％

43件 17件 0件 3件 1件

100.0％ 43.9％ 1.6％ 11.4％ 0.8％

123件 54件 2件 14件 1件

100.0％ 32.8％ 2.3％ 7.3％ 1.7％

177件 58件 4件 13件 3件

100.0％ 27.3％ 2.3％ 9.3％ 7.0％

172件 47件 4件 16件 12件

100.0％ 27.2％ 1.6％ 11.4％ 15.2％

184件 50件 3件 21件 28件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

地域ぐるみで進めるべき取り組みについて、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層においても

「高齢者の支援」、「災害への備え」という回答が多くなっていますが、50歳未満の年齢層では「子育

て家庭の支援」と回答する割合が他の年齢層よりも高く、半数を超えています。
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30.3％

5.0％

4.1％

19.1％

21.7％

2.8％

10.4％

0.1％

6.4％

0% 10% 20% 30% 40%

福祉を推進する民間の社会福祉法人

福祉ボランティア団体のひとつ

福祉サービスを提供する民間企業

市役所の機関のひとつ

聞いたことはあるが何をやっているのかわからない

聞いたことがない

わからない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

（８）社会福祉協議会について

１）社会福祉協議会の活動イメージ

問44 社会福祉協議会とは、どのようなところだと思いますか。（○は１つだけ）

社会福祉協議会の活動イメージについては、「福祉を推進する民間の社会福祉法人」が30.3％でも

っとも多くなっています。

一方、「市役所の機関のひとつ」（19.1％）、「聞いたことはあるが何をやっているのかわからない」

（21.7％）という回答も２割前後と少なくなく、社会福祉協議会の活動について正確に理解していな

い回答者の方が多くなっています。
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ｎ

福祉を推進
する民間の
社会福祉法

人

福祉ボラン
ティア団体
のひとつ

福祉サービ
スを提供す
る民間企業

市役所の機
関のひとつ

聞いたこと
はあるが何
をやってい
るのかわか
らない

聞いたこと
がない

全体 100.0％ 30.3％ 5.0％ 4.1％ 19.1％ 21.7％ 2.8％

702件 213件 35件 29件 134件 152件 20件

100.0％ 16.3％ 4.7％ 2.3％ 9.3％ 32.6％ 14.0％

43件 7件 2件 1件 4件 14件 6件

100.0％ 26.0％ 6.5％ 7.3％ 11.4％ 26.0％ 7.3％

123件 32件 8件 9件 14件 32件 9件

100.0％ 32.2％ 2.3％ 4.5％ 16.9％ 29.4％ 1.1％

177件 57件 4件 8件 30件 52件 2件

100.0％ 33.1％ 4.1％ 1.2％ 26.2％ 16.3％ 1.7％

172件 57件 7件 2件 45件 28件 3件

100.0％ 31.0％ 7.6％ 4.9％ 22.3％ 14.1％ 0.0％

184件 57件 14件 9件 41件 26件 0件

ｎ
わからない その他 無回答

全体 100.0％ 10.4％ 0.1％ 6.4％

702件 73件 1件 45件

100.0％ 18.6％ 0.0％ 2.3％

43件 8件 0件 1件

100.0％ 15.4％ 0.0％ 0.0％

123件 19件 0件 0件

100.0％ 9.6％ 0.0％ 4.0％

177件 17件 0件 7件

100.0％ 9.3％ 0.0％ 8.1％

172件 16件 0件 14件

100.0％ 7.1％ 0.5％ 12.5％

184件 13件 1件 23件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

社会福祉協議会の活動イメージについて、回答者の年齢別にみると、「福祉を推進する民間の社会

福祉法人」と回答する割合は、50歳以上の年齢層では３割を超えていますが、30歳～49歳では26.0％、

18歳～29歳では16.3％と２割を下回っています。

おおむね年齢が下がるにつれて、「聞いたことはあるが何をやっているのかわからない」、「聞いた

ことがない」と回答する割合が高くなっています。
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16.7％

22.8％

17.9％

38.6％

44.3％

19.1％

11.0％

24.1％

10.4％

2.8％

8.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ボランティア活動の参加促進と支援

住民による見守りや支え合い活動への支援

隣近所や自治会など、地域における住民同士の交流活動への支援

気軽に相談できる福祉総合相談の充実

誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの充実

地域住民への福祉に関する普及啓発

学校における福祉体験学習の推進

広報紙やインターネットなどによる福祉に関する情報発信の充実

特にない

その他

無回答

（ｎ＝702件）

２）充実してほしい活動や支援

問45 社会福祉協議会は、さまざまな福祉問題の解決に向けて活動や支援を行っていますが、

社会福祉協議会の行う活動・支援として、今後、充実してほしいものはどれですか。

（○はいくつでも）

今後、充実してほしい社会福祉協議会の活動や支援は、「誰もが安心して在宅で生活するための福

祉サービスの充実」が44.3％でもっとも多く、ついで「気軽に相談できる福祉総合相談の充実」が

38.6％で多くなっています。
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ｎ

ボランティ
ア活動の参
加促進と支

援

住民による
見守りや支
え合い活動
への支援

隣近所や自
治会など、
地域におけ
る住民同士
の交流活動
への支援

気軽に相談
できる福祉
総合相談の
充実

誰もが安心
して在宅で
生活するた
めの福祉
サービスの
充実

地域住民へ
の福祉に関
する普及啓

発

全体 100.0％ 16.7％ 22.8％ 17.9％ 38.6％ 44.3％ 19.1％

702件 117件 160件 126件 271件 311件 134件

100.0％ 11.6％ 11.6％ 7.0％ 25.6％ 23.3％ 16.3％

43件 5件 5件 3件 11件 10件 7件

100.0％ 14.6％ 21.1％ 12.2％ 35.8％ 43.9％ 17.1％

123件 18件 26件 15件 44件 54件 21件

100.0％ 22.0％ 23.7％ 15.8％ 45.2％ 48.0％ 20.3％

177件 39件 42件 28件 80件 85件 36件

100.0％ 15.1％ 26.7％ 21.5％ 41.3％ 52.3％ 18.6％

172件 26件 46件 37件 71件 90件 32件

100.0％ 15.8％ 21.7％ 22.8％ 34.8％ 38.6％ 20.7％

184件 29件 40件 42件 64件 71件 38件

ｎ

学校におけ
る福祉体験
学習の推進

広報紙やイ
ンターネッ
トなどによ
る福祉に関
する情報発
信の充実

特にない その他 無回答

全体 100.0％ 11.0％ 24.1％ 10.4％ 2.8％ 8.4％

702件 77件 169件 73件 20件 59件

100.0％ 16.3％ 32.6％ 23.3％ 0.0％ 2.3％

43件 7件 14件 10件 0件 1件

100.0％ 16.3％ 26.8％ 16.3％ 2.4％ 0.8％

123件 20件 33件 20件 3件 1件

100.0％ 13.6％ 24.9％ 8.5％ 4.5％ 4.0％

177件 24件 44件 15件 8件 7件

100.0％ 10.5％ 20.3％ 7.0％ 2.3％ 11.0％

172件 18件 35件 12件 4件 19件

100.0％ 4.3％ 23.4％ 8.7％ 2.7％ 16.8％

184件 8件 43件 16件 5件 31件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

今後、充実してほしい社会福祉協議会の活動や支援について、回答者の年齢別にみると、いずれの

年齢層においても「誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの充実」、「気軽に相談できる

福祉総合相談の充実」という回答が多くなっていますが、18歳～29歳では「広報紙やインターネッ

トなどによる福祉に関する情報発信の充実」と回答する割合がもっとも高くなっています。
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29.6％ 41.2％ 22.4％ 6.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

制度の内容を知っている 名称は聞いたことはあるが、内容は知らない

名称も内容も知らない 無回答

ｎ

制度の内容
を知ってい

る

名称は聞い
たことはあ
るが、内容
は知らない

名称も内容
も知らない

無回答

全体 100.0％ 29.6％ 41.2％ 22.4％ 6.8％

702件 208件 289件 157件 48件

100.0％ 28.2％ 40.9％ 23.8％ 7.0％

298件 84件 122件 71件 21件

100.0％ 31.8％ 40.6％ 21.9％ 5.7％

384件 122件 156件 84件 22件

100.0％ 0.0％ 100.0％ 0.0％ 0.0％

4件 0件 4件 0件 0件

100.0％ 20.9％ 32.6％ 44.2％ 2.3％

43件 9件 14件 19件 1件

100.0％ 29.3％ 39.0％ 31.7％ 0.0％

123件 36件 48件 39件 0件

100.0％ 33.9％ 44.6％ 17.5％ 4.0％

177件 60件 79件 31件 7件

100.0％ 33.1％ 42.4％ 16.3％ 8.1％

172件 57件 73件 28件 14件

100.0％ 24.5％ 39.7％ 21.7％ 14.1％

184件 45件 73件 40件 26件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

性別

男性

女性

回答しない

（９）成年後見制度について

１）成年後見制度の認知状況

問46 成年後見制度を知っていますか。（○は１つだけ）

成年後見制度の認知状況をみると、「制度の内容まで知っている」という回答は29.6％で、「名称は

聞いたことがあるが、内容まではしない」が41.2％、「名称も内容も知らない」は22.4％となってい

ます。

[属性別にみた回答傾向]

成年後見制度の認知状況について、回答者の属性別にみると、男女ともに「制度の内容まで知って

いる」という回答は３割前後と大きな差はみられません。

いずれの年齢層においても、「制度の内容まで知っている」という回答は２割から３割程度で、18

歳～29歳では「名称も内容も知らない」という回答が４割を超えもっとも多くなっています。
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13.5％ 35.2％ 43.7％ 7.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

制度の内容を知っている 名称は聞いたことはあるが、内容は知らない

名称も内容も知らない 無回答

ｎ

制度の内容
を知ってい

る

名称は聞い
たことはあ
るが、内容
は知らない

名称も内容
も知らない

無回答

全体 100.0％ 13.5％ 35.2％ 43.7％ 7.5％

702件 95件 247件 307件 53件

100.0％ 12.1％ 33.6％ 46.3％ 8.1％

298件 36件 100件 138件 24件

100.0％ 14.8％ 36.7％ 41.9％ 6.5％

384件 57件 141件 161件 25件

100.0％ 0.0％ 50.0％ 50.0％ 0.0％

4件 0件 2件 2件 0件

100.0％ 11.6％ 30.2％ 55.8％ 2.3％

43件 5件 13件 24件 1件

100.0％ 10.6％ 26.0％ 63.4％ 0.0％

123件 13件 32件 78件 0件

100.0％ 13.6％ 36.2％ 46.3％ 4.0％

177件 24件 64件 82件 7件

100.0％ 19.2％ 33.7％ 36.6％ 10.5％

172件 33件 58件 63件 18件

100.0％ 10.9％ 42.4％ 32.1％ 14.7％

184件 20件 78件 59件 27件

性別

男性

女性

回答しない

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

２）任意後見制度の認知状況

問47 任意後見制度を知っていますか。（○は１つだけ）

任意後見制度の認知状況をみると、「制度の内容まで知っている」という回答は13.5％で、「名前は

聞いたことがあるが、内容は知らない」が35.2％、「名前も内容も知らない」が43.7％でもっとも多

くなっています。

[属性別にみた回答傾向]

任意後見制度の認知状況について、回答者の属性別にみると、男性よりも女性の方が「制度の内容

を知っている」と回答する割合がやや高くなっています。

65歳～74歳では「制度の内容を知っている」と回答する割合が19.2％と、他の年齢層に比べて高

くなっています。



98

18.2％

1.6％

17.7％

18.4％

6.8％

1.3％

14.7％

14.7％

1.4％

53.3％

8.7％

0% 20% 40% 60% 80%

秋田家庭裁判所

リーガルサポート

潟上市社会福祉協議会

潟上市役所

法テラス

ぱあとなあ秋田

専門職（弁護士、司法書士）

潟上市地域包括支援センター

その他

相談窓口を知らない

無回答

（ｎ＝702件）

３）相談窓口の認知状況

問48 成年後見制度の相談窓口を知っていますか。（○はいくつでも）

成年後見制度の相談窓口の認知状況をみると、「相談窓口を知らない」と回答がもっとも多く、

53.3％と半数を超えています

知っている相談窓口としては、「潟上市役所」（18.4％）、「秋田家庭裁判所」（18.2％）、「潟上市社

会福祉協議会」（18.2％）などがそれぞれ２割近くとなっています。
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ｎ
秋田家庭裁
判所

リーガルサ
ポート

潟上市社会
福祉協議会

潟上市役所 法テラス ぱあとなあ
秋田

全体 100.0％ 18.2％ 1.6％ 17.7％ 18.4％ 6.8％ 1.3％

702件 128件 11件 124件 129件 48件 9件

100.0％ 7.0％ 0.0％ 7.0％ 11.6％ 4.7％ 0.0％

43件 3件 0件 3件 5件 2件 0件

100.0％ 16.3％ 2.4％ 12.2％ 15.4％ 8.1％ 0.8％

123件 20件 3件 15件 19件 10件 1件

100.0％ 16.4％ 2.8％ 13.0％ 15.8％ 7.3％ 4.0％

177件 29件 5件 23件 28件 13件 7件

100.0％ 27.3％ 1.7％ 23.3％ 22.1％ 8.1％ 0.6％

172件 47件 3件 40件 38件 14件 1件

100.0％ 15.2％ 0.0％ 23.4％ 20.7％ 4.9％ 0.0％

184件 28件 0件 43件 38件 9件 0件

ｎ

専門職（弁
護士、司法
書士）

潟上市地域
包括支援セ
ンター

その他 相談窓口を
知らない

無回答

全体 100.0％ 14.7％ 14.7％ 1.4％ 53.3％ 8.7％

702件 103件 103件 10件 374件 61件

100.0％ 9.3％ 11.6％ 0.0％ 76.7％ 2.3％

43件 4件 5件 0件 33件 1件

100.0％ 11.4％ 8.9％ 0.8％ 70.7％ 0.0％

123件 14件 11件 1件 87件 0件

100.0％ 14.1％ 13.0％ 1.1％ 61.6％ 4.0％

177件 25件 23件 2件 109件 7件

100.0％ 19.2％ 16.9％ 1.7％ 41.3％ 12.2％

172件 33件 29件 3件 71件 21件

100.0％ 13.6％ 17.9％ 2.2％ 40.2％ 17.4％

184件 25件 33件 4件 74件 32件

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

年齢（整理）

18歳～29歳

30歳～49歳

50歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

[属性別にみた回答傾向]

成年後見制度の相談窓口の認知状況について、回答者の年齢別にみると、いずれの年齢層において

も「相談窓口を知らない」という回答が多くなっていますが、年齢が下がるにつれて割合が高くなっ

ています。
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27.1％

43.0％

0.3％

0.1％

5.4％

1.1％

0.1％

6.4％

1.1％

7.8％

7.4％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

配偶者

子ども

子の配偶者

孫

兄弟姉妹

親せき

友人

専門職（弁護士、司法書士）

その他

わからない

無回答

（ｎ＝702件）

４）支援を依頼したい相手

問49 将来的にご自身の判断能力が衰え、お金の管理や契約の手続に支援が必要となった場合、誰

に支援をお願いしたいですか。（○は１つだけ）

お金の管理や契約の手続に支援が必要となった場合、支援をお願いしたい相手は、「子ども」が

43.0％でもっとも多く、ついで「配偶者」が27.1％となっています。
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1.7％

20.8％ 40.5％ 29.3％ 7.7％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ｎ＝702件）

再犯防止の取り組みを知っており、協力している 知っているが、特に協力はしていない

聞いたことはある 名称も内容も知らない

無回答

（10）再犯防止の取り組みについて

問50 再犯防止の取り組みについて知っていますか。（○は１つだけ）

再犯防止の取り組みについての認知状況をみると、「聞いたことはある」が40.5％でもっとも多く、

ついで「名称も内容も知らない」が29.3％となっています。

「再犯防止の取り組みを知っており、協力している」という回答は1.7％で、「知っているが、特に

協力していない」の20.8％をあわせると、知っているという回答は22.5％となっています。
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